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1.  

1.1 業 背景 

東日 大震災以降 省 抜 的強 必要 い 中 国 終

消費 約 2 割 占 運輸部門 省 対策 要

視 い 物流 省 対策 関 国 産業 担う企業 経

済活動 長 維持 推 必要 あ 物流体系 効率 基軸

対策 強 要請 い  

 

1.2 業 目的 

 業 目的 食品業界 物流 省 実現 あ 節

食品業界 物流 現状 課 理 課 解決策 示  

 

(1) 食品業界 物流 現状 課  

食品業界 来食 廃棄 い 食品 間 642 万 ン

世界全体 食糧援助 320 万 ン 大 回 深刻 課 い

2014 需要 以 商品 生産 結果 配 売 流通業等

製 返品 行わ い 現状 あ 加 食品 日用雑

間 返品 約 1691 億 い い 加え 食品 起因

余剰 発生 酸 炭素排出 大 問 い 製 配 連携協議

会  

食品 売 高物流 比率 表 1.1 示 通 製 配 卸

売 5%以 占 全業種 均 4.70％ 大 回 26

度 物流 調査報告書 JILS 物流 適 要 あ 物流

中 い 物流 返品 返送物流費 回 物流費 廃棄物

流費 物流費 全業種 均 3.46％ 占 い  

 

表 1.1 食品 売 高物流 比率 JILS 物流 調査報告書  

業種 
製造業 卸売業 食品

飲料系  
売業 

食品 要冷 食品 常温

売 高物流 比率 8.16  5.56  6.81  5.42  

 

課 顕著 商品 日々 売 気象 関連 深い日配品や

特定 気象状況 季節 売 増加 季節商品 あ 日配品 賞

味期限 短 売 残 商品 廃棄 得 い 季節商品 賞味期限

季節 終了 廃棄 得 い いう 情 あ

生 い 現 製 配 各企業 自 POS 売時 情報管理
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基 い 需要 測 行 い 需要 測精度 十 い 製 配 各社

需要 測及び 測 用い 十 共 各流通段階

注文 生 い 考え  

 

(2) 課 解決策 

課 解決 物流 見直 や 積載率 向 庫

削減 試 行わ 各企業 個 実践 試 限界

あ 抜 的 削減 商慣習 変更 ン全体 効率

必要 あ  

ン全体 効率 試 消費 製 配

連携 ン ン 抜 的 ン 改善

産業競 力 高 豊 国民生活 献 目指 試 製 配

連携協議会 設立 い 賞味期限 表示 ／

適 や 流通 BMS 入 大 試 行 い 25 度 製 配

連携協議会 製 配 情報連携 現状 課 方向性 い 今

課 需要変動時期 い 製 配 適 情報連携 行う 要

指摘 い  

業 需要変動 大 い商品 あ 日配品や季節商品 対象 需要

測 完全性 製 配 注文 解決 需要 測

高度 製 配 連携 共 構築検討

物流機能 情報 高度 保管 庫 適 輸送

適  

 

図 1.1 近 気象予報精度 変遷 

需要 流行 変 消費者 購買行動 多 確定要素 立

測 課 需要 決定 因子 中 気象情報

唯一 物理学的 測 能 あ 近 気象 測 気象理論 歩 計算機性

気象庁資料 抜粋 



3 

 

能 著 い向 測情報 精緻 高度 行 15 気象 測

誤差 大 改善  1.1 参照 長期 測 新 考え方

ン ン 測 現業運用 う 細 長期 売 測 能

い 業 近 高度 気象情報 核 需要 測 高

度 製 配 連携 構築 検討   

                                  

1.3 業概要 

 業 26 度～28 度 わ 3 計画 2 目 実施 26

度 26 度 世代物流 構築 業 採用 気象情報 経済活動

効性調査 対象地域 対象商品 絞 製 中

心 気象利用 能性 調査 行  

27 度 対象地域 対象商品 大 人 知能技術 活用 ID-POS や

SNS 情報 解析 需要 測 高度 行う 需

要 測 消費者 購買行動 測 期 新 大手 売業

者 ン 株式会社 ン 株式会社 参加

製 配 連携 う 削減 検討 流通

会社 含 組 将来 業 向

構想 び 設計 行う  

28 度 実 気象情報 利用 生産 発注調 行う社会実験 実

施 将来 業 向 ン 構築検討

行う計画 あ 3 計画  1.2 示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2 3 計画 図 赤枠 度  

 対象商品 対象地域 対象企業 設定 

 需要 測 構築検討 

商品 地域 絞 気象情報 経済活動 効性調査 

対象商品 対象地域 対象企業 設定 26 度 大  

需要 測 高度 人 知能  

製 配 連携 効果 実証  

構築検討 IT  

対象商品 対象地域 対象企業 設定 27 度 大  

実 利用 社会実験 

ン 構築検討 

26 度

27 度

28 度
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1.4 成 27 度 業計画 

1.4.1 実施内容 概要 

(1) 対象商品 対象地域 対象企業 設定 

 27 度 対象商品 対象地域 対象企業 張 行  

 対象商品 26 度 日配品 豆腐 季節商品 冷や 中華 鍋

検討 行 27 度 表 1.2 う 張 季節商品 飲料

対象  

対象地域 26 度 関東地方 限定 検討 行 い 27 度

全国 張 検討 行  

26 度 27 度 業参加者 表 1.3 示 製造業 飲料 や

中心 参加企業 張 卸 流通業者 船会社 あ 崎近海汽船

参加 売業 26 度 あ ン 格的 参加

や 大手 売店 参加 26 度 参

加 い 関連 業者や学術 究機関 参加 26

度 9 社 あ 参加 業者 26 社 張  

 

表 1.2 対象商品 

目 成 26 度 成 27 度 

日配品 豆腐 
豆腐 

売解析 全商品 

季節商品 

 
冷や 中華  

鍋  

冷や 中華  

鍋  

う  

 

飲料  

炭酸飲料 

 

麦茶 

  売解析 全商品 

赤文 27 度 追加 商品  
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表 1.3 業参加者 50 音  

目 成 26 度 成 27 度 

製造業 
株式会社 Mizkan 

相模屋食料株式会社 

株式会社 Mizkan 

株式会社伊藤園 

ン食品株式会社 

相模屋食料株式会社 

ネ 日 株式会社 

株式会社 

卸 流通業 国 株式会社 
国 社株式会社 

崎近海汽船株式會社 

売 

株式会社 ン  

国 ン株式会社 

一般社団法人新日 協会 

株式会社 ソン  

 

株式会社 ン  

国 ン株式会社 

株式会社 ソン 

株式会社 ン  

株式会社  

株式会社  

一般社団法人新日 協会 

関連 業者 

株式会社  

株式会社  

 

ン ネ 株式会社 

株式会社  

株式会社  

株式会社あ 銀行 

株式会社 

ン ン株式会社 

株式会社 ン  

株式会社 ン ン  

学術研究機関 

 国立研究開発法人産業技術総合研究所 

大学共 利用機関法人情報 研究機構 

国立情報学研究所 

早稲 大学 

赤文 27 度 参加者 
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(2) 需要予測 高度  

需要 測 高度 信 性 汎用性 網羅性 考慮 検討 行

信 性 測 精度向 実現 汎用性 売店 多

商品 店舗 多店舗 多品目 測 対応 能 需要 測 検

討 う 検討 行う POS 蓄積 十 需要 測

構築 担 い 業規模 比較的 い 売 応用 能

ID-POS や SNS 利用 需要 測

消費者 売行動 測 検討 網羅性 食品 気象感応度

高い日用雑 様々 商品 応用 目指  

信 性 保 汎用性や網羅性 あ 構築 適 や機

学習 必要 あ 従来 明変数 用い 需要 測 十 言え

い 産業技術総合 究所人 知能 究 ン や国立情報学 究所 稲 大

学 人 知能技術 究者 連携 構築 検討 行  

 

(3) 製 配 連携 効果 実証 

製 配 注文 各企業 協力関 利害関 あ 中

自社 必要 需要 測 行い 測情報 共 十 生

あ 模式  1.3 示 現 例え 生産 決定 消費

者 終需要 測 卸や 売 売行動 測 必要 あ

測 困 い 製 配 協働 高度 需要 測 開発

情報 共 い 注文 解消  1.4

業 豆腐や冷や 中華 い 実 気象 測 利用 需要 測 行う

食品 削減 実証  

ン全体 情報共 適 輸送方法 択 能

現 需要 測 精度や 十 商品 輸送 主

利用 い 長期 気象や需要 測 共 環境 荷

い輸送手段 あ 船舶輸送 能 船舶輸送 い

高精度 気象 海象 測 海 風 波浪 海潮流 共 適航

路 定 燃費削減効果 得 能 業 対

象 気象情報 利用 実行 能 あ 実証  
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図 1.3 現状 ン 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.4 将来 ン 図 
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(4) ネ 構築検討 

 需要 測 高度 製 配 連携 い 各 業体

課 把握 課 解決 構築 運用 い

必要 あ 構築検討 構想

必要 IT 設計 行  

 

1.4.2 業 実施   

27 度 実施  1.5 示  

 

1.5 報告書 記述方針 

 報告書 各企業 経営 扱 い 開示

い 絶対値 い 全体売 あ 場規模 や 終結果 あ

酸 炭素 示 以外 値 い 相対値 示

い 縦軸 値 掲載 い  

各商品 1 個当 酸 炭素発生 い 掲載 値 割 出

掲載 い 表 非表示 記述  
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図 1.5 成 27 度 実施  
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2. 食品 課 整理 

 章 食品業界全体 課 瞰 製 配 卸 流通業者

売 各業態 課 い 理  

 

2.1 食品業界全体 

 現 食品業界 食品 削減 大 課 い 食品産業

食部廃棄 割合 食品  2.1 示 う 42.7％ 卸 3.8％

売 17.5％ 割合 生 い 24 度 表 1.1 示 う 売 高物流

比率 製 配 5%以 全業種 均 4.77％ 大 回

2013 度 物流 調査報告書 JILS 物流 適 要 課 い

食品 発生 い 物流 い 要因 適生産

い い 注文 適 庫 い い 庫配置

2 大  

 

図 2.1 食品産業 食部廃棄 割合 成 24 度  

 

適生産 い い 26 度 業報告書 述 通

需要 測 完全性 生 物流 返品 返送物流費 回 物流費

廃棄物流費 物流費 表 い 物流 一般

消費者 近い 売業や 需要 い 端 発 言わ い

い 加え いわ 特売 売計画 卸売業者 物流部門 計

画的 買い 備蓄 人 的要因

ン 行 増幅 い 傾向 あ

効果  

需要 確実性 生 発注 見込 生産 原因

庫 適 崩  1.3 う 物流 物流 生 い

メーカー, 

42.7%

卸, 3.8%

⼩売, 

17.5%

外⾷, 

35.9%

合計：3,305千トン
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言え  

 適 庫 い い 企業 物流部門 いわ 持

表 場合 あ 持 広義 物流全般 意

味 義 各出荷 需要 庫 生

庫 足や ぶ 解消 配送 指 企業 物流 一定割

合 占 い 一般 製造業 製品 生産や出荷 断 前 や前 曜

日 実績 参考 行わ い 出荷 各 大 変動 過

去 実績 測 十 精度 確保 い 出荷 測 確

場合 特 庫 足や ぶ 発生 持 増大 傾向 あ

現象 模式  2.2 示  

 

 

図 2.2 横持 模式図 
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 現象 特売や 売計画 あ い 庫 配置 い 人 的要因

作用 い 需要 測 確実性 気象変 起因 少

あ 特 日々 売 気象 関連 深い日配品や 特定 気象状況 季節

売 増加 季節商品 確実性 大 傾向 あ 日

配品 賞味期限 短 売 残 商品 廃棄 得 い 季節商品 賞味

期限 持 季節 終了 廃棄 得 い いう 情 あ  

需要 測 確実性 消費者 売行動や流行 多 測 能 因子 決定

生 い 前述 通 需要 決定 因子 中 唯一 気象

情報 物理学的 測 能 あ 近 気象 測 気象理論 歩 計算機性能 著

い向 測情報 精緻 高度 行 15 間 気象 測 誤差

大 改善 長期 測 新 考え方 ン ン 測

実運用 う 2012 12 報業 法改 長期 測情

報 配信 あ 表現 報 時間 解能 規 緩和 民間 業者

細 長期 売 測 能 い 業 近 高度 気象

情報 核 POS や発注 解析 気象情報 用い

需要 測 構築 目的  

 節以降 卸 流通 売 各企業 抱え 課 気象 用い

需要 測 活用 念頭 置い 理 目指 体  
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2.2  

(1) 全体 

ン 流部 置 注生産 見込

生産 行 い 場合 あ 見込 生産 場合 卸 売 注文

測 測 困 注文 測 断材料

前 実績や前 実績 踏 え 担当者 経験や 依 大 い 売

特売や 売 人 的要因 大 右 定 的 生産

断指標 持 い 企業 少 い  

前 実績 ン 従う 前 立 遅 場合 翌

品 高 傾向 あ 例 梅雨明 前 場合

様 前 落 込 遅 場合 翌 廃棄 高 傾向 あ 例

残暑 前 場合 前 実績 用い ン 一般的 季

節変動 ン 加味 用 気象変動 確実性 考慮 い

測精度 い 前 実績 ン 急 需要 増

減 振 回 高い  

う 過去 実績 担当者 断 い ン 行

わ い 庫配置 い 実 場 需要 誤差 生 食品 や機会

発生 傾向 あ 結果生 前節 述 食品 廃棄や 持

物流 あ 以 日配品 豆腐 飲料

ン 組 通 聞い 企業 抱え 課 理  

 

(2) 日配品 豆腐  

現状 商品 気象 関 や課 明 日配品 ン 実

施 結果 記 示  

 

a) 特徴 

 夏季 冷奴 冬季 厚 需要 高い 賞味期限 短い 卸 通

直接納入 い 多い  

b) 気象 影響 

暑い時期 冷奴 寒い時期 厚 売 豆腐 中 種類

季節特性 異  

c) 現 ン 

 消費者 終需要 売 注文 測 生産 行 い

見込 生産 食品 生 い 需要 測 数人 経

験 行 い  
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d) 課  

 気象 変 需要変動 大 右 商品 あ 売 残

抱え い 廃棄経費 廃棄 豆腐 製造 人件費や原材

料 輸送 損失 あ 売 特売 暑 寒 影響

場合 注文 変動 特 大  

e) 気象利用 能性 仮  

 生産 調 利用 能性 あ 売 協業 注文

店頭 商品 売 行 把握 見込 生産 減少 能性

あ  

  

(3) 季節商品  

ン 実施 結果 記 示  

 

a) 特徴 

 製品 特徴 う ン 一定 需要 あ

鍋 冷や 中華 う う ン 需

要 2 大  

b) 気象 影響 

夏商材 冷や 中華 う 2013 う 梅雨

明 7 旬 猛暑 急激 注 増え 品 高

特徴 あ 逆 2014 2015 う 盆明 温基調

庫 ぶ 能性 あ 冬商材 鍋 気温 い 売 商

品 あ 冬季 い 鍋 需要 気象 要因

菜 店頭価格 売 行 大 右 例 冬 葉

物 生産 増え価格 鍋 需要  

c) 現 ン 

現 ン 前 や直近数 間 出荷 実績 ン

場全体 伸び 加味 生産 行 い 営業部門 定 売 目標

要 要素 あ 各企業や部署 課 異 代表的 課

以 挙  

 ン 終生産 い 当 ン中 売 総 測 確 行う

食品 削減  

 ン や 盆 始 長期休暇 前 当期間中 対象

商品 売 総 測 行う 適 庫 実現  

生産 程 長い 生産調 利用 場合 需要 測 求

比較的長い 言え  
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d) 課  

企業 ン 行 ン 一定 需要 あ

い 多 製造 品

少 い 一方 ン 需要 商品 冷や 中華

い 翌 賞味期限 持 い 廃棄 生

能性 あ 立 時期 急激 需要 伸び 品 前

者 者共通 課 あ  

e) 気象利用 能性 仮  

生産 庫 調 利用 能性 あ 特定 季節 需要

集中 向 立 時期 季節 終 生産 決定

要 あ 需要 測 行う 機会 回避 廃棄 回避 両面 生産調

庫調 組 能性 あ  

 

(4) 季節商品 飲料  

様 飲料 ン 実施 結果 記 示  

 

a) 特徴 

 製品 特徴 間 通 一定 需要 あ 夏季 伸び 大

気温 経過や急激 変 場規模 大 変動  

b) 気象 影響 

あ 地域 気温 需要 高 手配 商品

い 機会 や 持 う 代 手段 輸

送 生 い  

c) 現 ン 

 前 実績や前 実績 い 場合 多い 気温 日照 気象要

素 考慮 い 企業 あ 明確 基準 持 定性的 加味 い 場合

あ 生産過程 飲料 生産 等

包材 調 時間 全体 1～2 ヶ 要 一方 庫配置 短

1 間程度 調 能 あ 訳 実 輸

送 い 時間 庫調 断 時間や 載

時間 方 長い場合 あ 鉄 等 輸送手段 え

手配 都合 あ 更 日数 必要  

d) 課  

 一般的 生産 占 割合 全体 製造 輸送過程 比

需要変動 生産 物流 影響 い 傾向 あ b) 述

う あ 地域 特 海 や九 需要 急激 高 商品
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生産 い 場合 機会 や輸送 増大 品 恐

あ 航空機 手配 飲料商品 得意先 納入 場合 あ 飲

料 自社 自動 売機 抱え い 多い 保温 期限 あ

一度 え 元 戻 い HOT COLD え 慮

い あ  

e) 気象利用 能性 仮  

庫や物流 適 利用 一部 生産調 利用 能性

あ 海 や九 需要 期 把握 CO2

排出 削減 削減効果 得 見込 あ 気象 差異

場規模 大 前 入手 適 庫や生産調 活用 能性 あ

競 時 考慮 必要 あ 気象 利用

需要変動 確実性 少 抑え 大等 戦略 打

や 考え  
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2.3 卸 流通 

(1) 卸 

現状 ン 気象 関 や課 明 卸企業 ン

実施 結果 記 示  

 

a) 特徴 

売 中間 置 卸 売 売計画 測 発注 庫

等 断 行 い 多種多様 商品 扱 い  

b) 気象 影響 

飲料 売 気象 影響 商品 多様 扱 い  

c) 現 ン 

過去 売 注実績 発注実績 需要 測 担

当者 断 い  

d) 課  

売 対 品 起 許 い 対 見込

発注 行う傾向 あ 発注 適 や 売 連携 課

あ  

e) 気象利用 能性 仮  

 機能 希薄 い 言わ 需要 測

製 配 繋 役割 担う 能性 あ  

 

(2) 流通 

流通企業 ン 実施 結果 記 示  

 

a) 特徴 

中心 交通手段 荷主 指定

物流 担う  

b) 気象 影響 

需要 変 直接的 意識 い い う 積雪や大雨 交通

害 影響 多い 船舶 場合 海象 大 影響  

c) 現 ン 

荷主 依 車両 手配 手配

数日程度 言わ  

d) 課  

近 流通業界 足 荷主 手配 困

い  
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e) 気象利用 能性 仮  

前 庫調 利用 能性 あ 鉄 輸送 い

数ヶ 前 組 い 柔軟 便数 増減 い 空い い

車 ン 積 短い期間 能 あ 船舶 手配 時

間 一度 大 荷物 積 込 人件費

い あ 気象 利用 需要 測 交

通手段 目的地 組 合わ 択 削減 CO2

排出 削減 能性 あ  
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2.4 売 

 現状 ン 気象 関 や課 明 売

ン ン 対 ン 実施  

 

a) 特徴 

 日々消費者 訪 現場 ン 行 い 扱う商品 多い

特徴 あ  

b) 気象 影響 

気象 影響 降水 来店客数 右 言わ い

一 ン 来店 多い郊外店 鉄 利用者 多い 前店

店舗 特性 差異 気象 作用 異 気象以外 要因

周辺 競合店 価格 右 傾向 あ  

c) 現 ン 

 注文 担当者 多 場合 店長 経験 依 ン終

品や売 残 繋 い  

d) 課  

 時々刻々 変 売 場 管理 発注担当者 含 多忙 的確

注文 ン い い場合 あ 扱う商品数 多 特定

日配品 季節商材 細や 売 発注計画 い いわ

POS 得 い 日々 細 解析 う

人的資源 持 い 企業 少 い  

e) 気象利用 能性 仮  

終消費者 接 あ 品揃え確保 食品 機会 方 課

あ 扱う品目 多 品 需要 測 効果 薄い 季節

商品 気象感応度 理 特売や 売 ン

棚 考え 指標 得 静的

気象 測 掛 合わ 利用 売戦略 適

用 能性 あ 述 店舗 特性 応 指標 組 合わ

店舗 気象 測 利用 能 店舗 出計画

活用 能性 あ  

生産 出荷 等 終 断 人 依 傾向 あ 比較

自動発注 及 い 売業 特徴 あ 安全 庫

前 売実績等 組 合わ 運用 い 多い 気象 測

用い 加え 注文 精度 高 能

性 あ 発注 い 人間 断 挟 い 自動発注

気象 利用 効果測定 行いや い 期  
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2.5  

 2.2 2.4 容 卸 売業 課 表 2.1 う  

 

表 2.1 製 配 課  

 一般的 課  気象利用 能性 

 

 消費者 終需要 く 卸

売 注文 予測 庫

断 い 売 売計画

影響 大 く 全般  

 見込 生産 廃棄 生

い 日配品  

 梅雨明 早く急 卸 売

注 増え 品 高

飲料  

 盆明 気温 い状態 続く

庫 余 廃棄 高

 

 地域 需要 差異

庫調整 生 横持

輸送 発生 い

飲料  

 日々 気象 用い 需要予測

利用 売 注文

く 店頭 商品 売 行

把握 見込 生産 減

能性 あ  

 生産 物流担当者 前 実績や前

実績 様々 因子 考慮

経験 断 行 い

需要 注文

生 い 需要 決定 因子

中 唯一 物理学的 予測 能 気

象 用い 需要予測

ョン 利用 生産

庫配置 ぶ 少 く

能性 あ  

卸 流通 

 売 注文 予測

対 発注 決定

見込 発注 い

卸  

 人手不足 確

保 く い 流通  

 需要予測 利用

実施 能性

あ  

 現状 中心 物流

い 荷主 前 需要 高

予測 鉄道

行う

能性 あ  

売 

 消費者 終需要 予測 見

込 発注 行 い  

 常 人手 足 POS 需

要予測 活用 余裕 い  

 季節 商品 気

象感応度 整理 特売や

売計画 棚 く 考え

指標 能性 あ  

 静的 指標 気象

予測 掛 合わ 利用

売戦

略 実施 能性 あ  
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課 解決 組 個社 組 製 配

連携 実現 2 あ  

個社 組 考え 生産 適 日配品

飲料 各物流 庫 適 飲料 持 解消 飲料

挙 卸 流通 発注 庫 適 考え え 売

発注 庫 適 多種多様 商品 店舗 顧客 気象 影響 加

味 売計画 期  

個社 組 ン 起 や い 来 製 配 需

要 測 見 いう連携 卸 売 発注 適 望

い ン 結果 記載 通 卸 売 関

品 起 わ い い いう思い あ 増産 能 減産

い いう意見 強い 食品業界全体 生産 適 製 配 ン

ン あ  

業 物流 大 い日配商品や季節商品 中 気象 感応度 高い

商品 対象 高度 需要 測 構築 商慣習 見直

製 配 情報 共 ン全体 適 物

流 省 目指  

3 章 気象 利用方法 4 章 5 章 気象 感応度 高い商品 解析

参加企業 組 個社 び 製 配 連携 実証実験結果 示  
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3. 気象 利用方法 

 章 業 利用 気象観測値 気象 測値 い 概要 明  

 

3.1 気象観測値 

 節 気象観測値 利用方法 い 記述  

気象 利用 売 店舗 地 利用 配 卸

や製 利用 利用

観測値 決定 地 利用方法 検討  

 

3.1.1 利用 観測値 

 業 AMeDAS 気象官署 観測 値 利用

観測値 容 記 各観測 観測 容 表 3.1 び (1)～(3) 示  

 

表 3.1 各観測 観測内容 

目 観測 目 

AMeDAS 風向 風 気温 日照時間 降水 積雪深 

気象官署 

風向 風 気温 日照時間 降水 積雪 降雪 深

気 湿度 日射 視程 大気現象 霧 雷

天気 雲 形や  

※ 要素 観測 い い箇所 あ  

 射強度 動径風  

 

(1) AMeDAS 

 AMeDAS Automated Meteorological Data Acquisition System 略

地域気象観測 表現  雨 風 雪 気象状況 時間的 地域

的 細 視 降水 風向 風 気温 日照時間 観測 自動的

い 気象災害 防 軽減 要 役割 果 い  

業 AMeDAS 風向 風 気温 日照時間 利用 解析 行

要素 観測 い 観測所  3.1 示 う 全国 約840 所

約 21km 間隔 い  

  

(2) 気象官署 

 気象官署 気象 や測候所 観測値 あ  3.1 示 う 全国約 150 所

風向 風 気温 日照時間 加え 度や日射 気 観測

行 い   
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(3)  

気象 ン 回転 電波 波 発射 半 数百

km 広範 雨や雪 観測 あ 発射 電波 戻

時間 雨や雪 距 測 戻 電波 強

雨や雪 強 観測  3.2 戻 電波 周波数

効果 利用 雨や雪 動 わ 降水域 風 観測 現

配置 観測範  3.1 右 示  

気象庁 気象 観測 AMeDAS 直接観測 雨 等

組 合わ 確 細 雨 解析雨 作

業 解析雨 利用  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1 AMeDAS 気象官署 観測網 

：AMeDAS 気象官署 観測網 右： 配置 気象庁 HP 抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2 気象 観測手法 気象庁 HP 抜粋  
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3.1.2 地点 扱い方 

(1) 気温 

 気温 AMeDAS 観測値 利用 AMeDAS 観測値 空間的 散的

あ 各地 挿 行う必要 あ 散的 挿 い 観

測値 密集度 考慮 密集 い 観測値 引 能性 あ 例

 3.3 う 状態 考え 場合 側 25℃ 側 15℃ あ

売店 気温 約 20℃ 考え 距 挿 場合 側 2 観測値

あ 約 21.7℃ 密集 観測値 引 観

測 密度 考慮 挿方法 利用 手法 AMeDAS 配置 約 20km あ

考え 影響半 30km 逐 法 求 手法 あ  3.3

例 20℃ 確 い 挿 気温 標高 高い い

いう特徴 あ 標準大気 仮定 標高 1000m 6.5℃ う

標高補 施  

 

W 9 / . , .  3-1

/  
3-2

/  
3-3

  

  影響半 定数 30km  

  売店 観測 距 km  

  関数 

  観測 密度 比例 関数 

  気象要素 解析値 －  

  気象要素 値 －  

  気象要素 観測値 －   
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図 3.3 気温 内挿法 模式図 

 

(2) 湿度 

 度 気象官署 利用 度 水蒸気 気温 気 決定

あ 地 挿 水蒸気 地 挿 気温 気 地

挿 度 計算 いう手法 求  

 

(3) 雨 

 雨 解析雨 求 AMeDAS 雨 観測値 あ 近 局地豪雨 増加

AMeDAS 売店 雨 捉え わ い  3.4

2013 7 23 日 17 時 1 時間雨 あ AMeDAS 地 降雨

細 AMeDAS 地 情報 雨 状況 把握 い  

業 雨 い 気象庁 発表 い 解析雨 利用

解析雨 30 一度発表 約 1km 情報 あ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4 解析雨 色 AMeDAS ○印  

 

 

売店 

AMeDAS 地  

15.0℃ 

25.0℃ 

25.0℃ 

30km 
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(4) 日射  

 日射 気象官署 日射 や AMeDAS 日照時間 観測値 推計 全 日射

利用 地 挿 行 日照時間 値 日射 推定 手法 日 気象協会

開発 推定日射 用い い  
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3.1.3 扱い方 

 製造業や卸 流通業 生産 流通 庫 考慮 あ 1 地

積算 要 あ え 卸 売

商品 輸送 例 流通 庫 持 卸 売 商

品 配送 流通 紐 い 卸 売 全体 需要 測 庫 決

必要 あ 業 全国 12 割

気象情報 集計 解析 測 行う  

 

(1) 割 

全国 割 以 示 割 全国 売 集計 い ン

定義 一 訳 表 3.2  3.5 示  

 

表 3.2 定義 

 都道府県 

海道  海道 

東  青森 岩手 宮城 秋 山形 福島 

関東  茨城 栃木 群馬 山梨 

京浜  埼玉 千葉 東京 神奈  

信越  新潟 長  

陸  富山 石 福井 

東海  岐阜 静岡 愛知  

近畿  滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 

中国  鳥 島根 岡山 広島 山  

四国  島 香 愛媛 高知 

九  福岡 賀 長崎 熊 大 宮崎 鹿児島 

沖縄  沖縄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.5 割 沖縄 除く  

海道  
東  
関東  
京浜  
信越  
陸  

東海  
近畿  
中国  
四国  
九  
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(2) 気象情報 集計手法 

 配 卸 や製 必要 気象情報 各生産 や

流通 代表的 値 要 あ 純 面積按 均値

購入 関連 均値 あ 必要 あ 購入 人 密接 関

あ 仮定 気象情報 人 付 均値 利用

 

人 付 均値 考え方  3.6 示 例 人 多い A 相

対的 気温 高 人 少 い B や C 相対的 気温 い う 気

温状況 対象商品 夏場 売 商品 あ 場合 A 気温 高い 需要 増加

B や C 需要 増加 い 考え A 人 多い

加味 気温 伴 需要 増加 考え

う 製 や配 卸 気温 利用 場合 人 多い場所

例 A 人 比例 考慮  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人 付 均気温 作 以 手 行  

a) AMeDAS 地 う 過去 5 間 観測地 変更 地 除  

b) 各自治体 い 割 当 AMeDAS 地 決定 距 各自

治体 気候 標高や海 距 考慮 割 当 行  

c) 各自治体 人 割 当 集計 行う  

 京浜 人 付 均気温 計算例  3.7 示 人 都 部 集中

い AMeDAS 地 人 府中 江

戸 臨海 都 部 置 観測 多 人 割 当 い

観測地 東京 人 割 当 い い AMeDAS

地 東京 2015 観測地 移動 あ う 移動

図 3.6 人 均 考え方
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観測地 外 気温 経 変 追う 能  

  3.8 人 割 当 大 い 府中 人 少 い神奈 県 浦

京浜 全体 人 付 均気温 2014 推移 示 夏場 海沿い 浦

相対的 気温 人 付 均気温 府中 気温 近い動 い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.7 京浜 人 均気温 求 方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.8 各地点 気温比較 人 均気温 
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3.2 気象予測値 

 節 気象観測値 利用方法 い 記述 業 気象 測 気象庁

ECMWF 欧 中期 報 ン 利用 数値 報 ン

気象庁や ECMWF 実施 報値 格子 地形 使用 実

地形 異 結果 系統的 誤差 持 利用

い 統計手法 実施 誤差 行い 精度検証 行  

 

3.2.1 利用 予測値 

気象 測 目的 応 異 数値 利用 い 数値 報

一般的 格子間隔 細 い 精度 高 計算時間 長 う いう

関 あ 短い場合 格子間隔 細 い

利用 長 格子間隔 粗い 利用

1 間以 場合 1 初期値 緻密 計算 行う決定論的手法

精度 劣 ン ン 測 集団 測 言わ 手法 利用  

業 気象庁 ECMWF 測値 利用 短期 測 い 日 付

近 気象庁 細 計算 行 精度 高い 気象庁 測値

利用 一方 長期 測 い  1.1 示 う 世界 精度 高

い ECMWF  1.1 日 付近 精度 高い気象庁 方 利用 両者

測値 期間 細 表 3.3 示  

表 3.3 利用 予測値 

目 気象庁 ECMWF 

短

期 

種類 GSM ン  

― 
予測時間 84 時間 

時間 解能 1 時間 

配信格子間隔 0.25×0.2 度 

中

期 

種類 1 間 ン ン  Atmospheric Model high resolution  

予測時間 11 日 10 日 

時間 解能 12 時間 6hourly 

配信格子間隔 2.5×2.5 度 0.125×0.125 度 

中

長

期 

種類 1 ヶ ン ン  Atmospheric Model low resolution 

予測時間 33 日 32 日 

時間 解能 1 日 6hourly 

配信格子間隔 2.5×2.5 度 0.5×0.5 度 

長

期 

種類 3 ヶ ン ン  Seasonal 7-month forecast 

予測時間 120 日 7month 

時間 解能 1 ヶ  6hourly 

配信格子間隔 2.5×2.5 度 0.75×0.75 度 
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3.2.2 統計手法 修正 

(1) 統計処理手法 

 長期 測 全球 大気 海洋 観測 基 い 解析値 初期

値 流体力学や熱力学 方程式 基 い 将来 大気 海洋 状態 ン

測 数値 報 主流 い 数値 報 大気現象

性 報 限界 自体 完全性や空間解像度 約 誤差

生 数値 報 出力 結果 測 行う地域 観測値 統計的 関

性 求 測対象 地域 値 変 精度向 いう

手法 ン 行わ い 検討 い 気象庁 び ECMWF 発

行 数値 報結果 対 観測値 用い 統計処理 行う  

 統計処理 Model Output Statistics MOS 数値 報 出力 統計的手法 対象

地 測 求 方法 施 以 う 実施  

 

(a) 割 

4 期 各期間 数 求 12～2 3～5 6～8 9～11  

(b) 従属解析期間 

MOS 因子計算 用い 数 3 2011 12 ～2014 11  

(c) 精度検証 

精度検証 4 要素 風 気温 雨 日照時間 観測 い AMeDAS

地 対象  

(d) 明変数 

明変数 使う ン ン 均値 初期値 7 日目 測値

期間中 全 ン 均 標準偏差 規 対象  

(e) 明変数 択 

明変数 組 合わ 一要素 合 要素 含 高度間 相関 強い

一要素 い 一 高度 い 組 合わ 全地 均 決

定 数 高い ぶ う 絞 込 測因子 絞 込 対

象期間 測誤差 大 出 想定 冬季 12 ～2 要

素 う 風 い 東西風 風 西風 東風 方 高

気 置 関 性 強い 考え 風 要素

気象庁 い 候補要素 気温 度 西風 東風 降水 海

面気 高度 6 種 ECMWF い 度 い 5 要素

 

(f) ン ン  

気象庁 ECMWF 利用 ン ン 行

ン ン 完全性 前 複数 気象庁 ECMWF



32 

 

結果 集合 数値 報 あ  

 各手法 精度検証 い 均 乗誤差 以降 RMSE

均誤差 以降 BIAS 相関 数 以降 R 決定 数 以降 R2 利用

各統計値 算出方法 以 示  

 

 RMSE  

RMSE  3-4 

  観測値 －  

  ：計算値 －  

  全 報数 個  

 

 BIAS  

BIAS  3-5 

  観測値 均値 －  

  ：計算値 均値 －  

 

 R 

R ∑∑ ∑  3-6 

 

 R2 R R 3-7 
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長期 気象 測 測 能性 高い要素 気温 あ 候

ン ン ン 報 活用 関 調査 気象庁 14

各商品 需要 地 気温 関 高い 26 度 世代物流 構築

業 示 い 業 統計処理 地 気温 対象 行う

目的変数 地 気温 明変数 測値 各要素値 地 気温

測精度 高 組 合わ 求  

気象庁 ン ン 統計処理 用い 測因子 組 合わ 地 気温統計値

決定 数 全地 均 表 3.4 示 測誤差 大 出 想定

12～2 値 検証 択 精度 高い 明変数 降水

地 気温 700hPa 度 850hPa 西風 850hPa 東風及び 500hPa 高度 あ  

要素 計算 行 各期間 決定 数 12～2 0.667 3～5 0.895

6～8 0.811 9～11 0.865 12～2 精度 3～5

精度 高  

表 3.4 予測因子 組 合わ 決定係数 

期間 気象庁：2011 ～2014 12 ～2  

降水  気温 湿度 西風 東風 高度 決定 

係数 地  地 850 700 850 700 850 700 500 

○     ○  ○ ○ 0.222 

○ ○  ○  ○    0.612 

○  ○   ○  ○ ○ 0.623 

○ ○    ○  ○ ○ 0.639 

○ ○  ○  ○   ○ 0.639 

○ ○  ○  ○  ○ ○ 0.641 

○ ○  ○ ○  ○  ○ 0.667 

 

様 ECMWF い 検討 行 結果 以 う 気象庁 様 850hpa

風 用い 精度 高い 要素 計算 行 各期

間 決定 数 12～2 0.754 3～5 0.893 6～8 0.841 9～11 0.931 12

～2 精度 9～11 精度 高  

 

表 3.5 予測因子 組 合わ 決定係数 

期間 ECMWF：2011 ～2014 12 ～2  

降水  気温 西風 東風 高度 決定 

係数 地  地  850 500 850 500 500 

○ ○  ○  ○ ○ 0.645 

○ ○ ○  ○  ○ 0.680 
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(2) 精度検証 

 検証 全 AMeDAS 地 気象庁 ECMWF ン

ン 比較 行 均気温 精度評価 行  

 

(a) 気象庁 ECMWF 比較 

全 AMeDAS 地 気象庁 ECMWF 比較 行  3.9 BIAS 均誤

差 統計処理前 気象庁 過大評価 対 ECMWF 過 評価 い

統計処理 行う 0 近 大 差 RMSE 均 乗誤差

統計処理 行う ECMWF 方 誤差 い

以 2 理 考え  

  3.10 示 う ECMWF 配信格子間隔 約 50km 気象庁 約 250km

比較 細 標高 いや海陸 い 表現  

 気象庁 大気 使用 い ECMWF 大気海洋結合 あ

海 影響 細 表現  

以 気象庁 ECMWF 比較 場合 統計処理 行う 大 い

い 少 ECMWF 方 精度 高い 考え  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.9 気象庁 ECMWF 統計前 統計後 精度比較 

：BIAS 均誤差 右：RMSE 均 乗誤差  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.10 観測値 各 気温  

：観測値 中：気象庁 右：ECMWF  
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(b) ン ン 比較 

 気象庁 ECMWF ン ン 精度 検証

ン ン 完全性 前 複数

気象庁 ECMWF 結果 集合 数値 報 あ  

  3.11 ン ン 気象庁 ECMWF 比較結果 示

BIAS 気象庁 BIAS ECMWF BIAS 傾向 あ

ン ン 誤差 い 一方 RMSE い

ECMWF ン ン 程度 総合的

ン ン 精度 高い  

 業 ン ン 利用  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.11 気象庁 ECMWF ン ン 精度比較 

：BIAS 均誤差 右：RMSE 均 乗誤差  

 

(c) 均気温 精度評価 

ン ン 測 均気温 精度評価 行 以 条

件 検証 行 気温 人 付 均気温 測日 気象庁 1 ヶ

ン ン 測発表日 あ 木曜日 合わ 測対象 製 配 卸

商習慣 合わ 曜日 日曜日 均 様 表 3.6 示

第 1 目 測 測開始 4 日目～10 日目 均値 比較対象

過去 観測値 値 用い  

 

表 3.6 均気温予測 様 

目 容 

地域 人 均気温 

初期時刻 木曜日 

均時間 曜日～日曜日 均 
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従属期間 あ 2010～2013 京浜 均 均気温 1 間 測値

実績値 値 時系列 散  3.12 示 測値 気温

降 測 い 散 見 値 場合 気温 30℃

近い時期や 気温 5℃以 時期 精度 十 い 比較 測値 精度

向 い 統計値 値 決定 数 0.964 RMSE1.65℃ 対

測値 決定 数 0.985 RMSE1.03℃ 精度 向 い 立期

間 あ 2014 京浜 1 間 測気温 測値 実績値 値 時系列

散  3.13 示 立 例 い 値 気温 時や 降

時 測 い 統計値 値 決定 数 0.964 RMSE1.65℃

対 測値 決定 数 0.985 RMSE1.03℃ 精度 向 い 一

方 2014 盆以降 気温 降 測 い 2014

京浜 盆以降 雨 降 気温 う 急激 降雨

気温 ン ン 手法 測 困 象 あ 今 課 あ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.12 京浜 1 間予測気温 予測値 実績値 値 比較 

2010～2013 ：時系列図 右：散 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.13 京浜 1 間予測気温 予測値 実績値 値 比較 

2014 ：時系列図 右：散 図   

気温
測 い  

気温 降
測 い  

盆以降 気温 降
測 い い 
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 京浜 2～4 間 測 均 均気温 時系列 散  3.14 示

値 RMSE 1.65℃ 対 2 間 測 1.42℃ 3 間 測 1.56℃ 4

間 測 1.65℃ あ 決定 数 値 0.96 対 2 間 測 0.97 3 間

4 間 測 0.96 あ 3 間 測 気象 測 方 精度 高い結果 あ

時系列 見 2010 夏場 気温 い 2～4 測 測

い 2012 冬 気温 い 2 間 測 測 い 4 間 測

測 精度 測時間 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.14 京浜 2～4 間予測気温 予測値 実績値 値 比較 

2010～2014 ：時系列図 右：散 図   
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 1～4 各 均 均気温 精度 表 3.7 示 値 比較対

象 値 精度 高い 赤文 値 精度 い 青文

 

 1～3 間 測 RMSE 値 BIAS 半

数以 値 0℃ 近 値 利用 精度

高い 一方 4 間 測 RMSE BIAS 値 大 い

程度 精度 あ 考え  

 均 均値 見 気象 測 3 間 測 値 精

度 高い 言え  

 

表 3.7 各 1～4 間 均 均気温 予測精度 2010～2014  

 

値 1 間予測 2 間予測 3 間予測 4 間予測 

BIAS 

(℃) 

RMSE 

(℃) 

BIAS 

(℃) 

RMSE

(℃) 

BIAS

(℃) 

RMSE

(℃) 

BIAS

(℃) 

RMSE 

(℃) 

BIAS 

(℃) 

RMSE

(℃) 

海道 -0.41 1.89 0.21 1.09 0.25 1.55 0.28 1.77 0.33 1.86 

東  -0.18 1.70 0.34 0.98 0.37 1.42 0.41 1.60 0.45 1.71 

関東 -0.37 1.73 0.21 1.04 0.22 1.48 0.23 1.63 0.25 1.75 

京浜 -0.31 1.65 0.20 1.03 0.19 1.42 0.20 1.56 0.22 1.65 

信越 -0.13 1.71 0.17 0.95 0.18 1.41 0.22 1.61 0.25 1.72 

陸 -0.11 1.81 0.13 1.04 0.10 1.49 0.15 1.65 0.19 1.74 

東海 -0.25 1.57 0.16 0.88 0.19 1.32 0.24 1.47 0.28 1.57 

近畿 -0.13 1.59 -0.02 0.88 0.00 1.33 0.04 1.49 0.06 1.58 

中国 -0.11 1.61 -0.11 0.90 -0.11 1.33 -0.08 1.48 -0.08 1.57 

四国 -0.04 1.50 -0.03 0.85 -0.03 1.26 0.00 1.40 0.00 1.48 

九  0.27 1.61 0.34 0.95 0.36 1.39 0.41 1.54 0.42 1.62 

赤文 測値 方 精度 高い 青文 値 方 精度 高い 

 

  



39 

 

製 や配 卸 物流 商品 管理

う 気温変 発生 測 要 あ 面的 気温変

測 い 検証 検証 6～9 麦茶 需要 変 表 

3.8 日付 対象 麦茶 売 ン SRI 全国売 利用

ン 全国 売店 調査 SRI や ン ン

全国約 4,000 店 商品 引 集 い 日

大規模 POS あ  3.15 麦茶 全国売 2010 2014

変 示  

麦茶 例 夏場 需要 増加 い 需要 大 前 大

変 あ 需要 大 変 見 梅雨明 発生

ン 一 い  

 

表 3.8 検証 気温 特  

日時 特  備考 

2010 7 19～25 日 全国的 気温  前 全国的 梅雨明  

2011 6 20～26 日 西日 中心 気温  ― 

2012 7 23～29 日 東日 日 中心 気温 東日 日 梅雨明  

2013 7 8～14 日 東海地区 中心 気温  西日 梅雨明  

2014 7 21～27 日 日 中心 気温  東日 日 梅雨明  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.15 麦茶 売 前 変  
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図 3.16 各 前 均 均気温変  

：実績 ：1 間予測  
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梅雨明 時 洋高気 勢力 強 発生 気温 全国的

一 起 差 あ 特 2012 7 23～

29 日 関東 東 中心 2013 7 8～14 日 東海 中心 2014 7 21～27

日 東 中心 気温 2～3℃ 差 生 い  

均 均変 1 間 測値 見 2012 関東 東 中心 2013

東海 中心 2014 東 中心 気温 測 い

 3.16 変 や い う 実測値 0.5℃ 測

値 0.3℃ 色  

ン ン 測 各 ン 均値 測値 確率密度

均値 わ 集中 均値 や前 変 過 評価 傾向

あ あ  3.17 定性的 気温 変

測 定 的 変 測 場合 注意 必要

あ 特 大 変 生 い 場合 変 過 評価 傾向 あ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.17 ン ン 予測 特 模式図 

 

今 気象 測 利用 需要 測 行 各商品売 測 場合 記

特徴 加味 ン 利用 必要 あ 記 う 表現

今 〇〇 需要 増加 定性的 把握

〇〇 需要 増加 庫 増や や 〇〇 需

要 増加 △△ 需要 減少 △△ 〇〇 持 行

利用方法 考え  
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3.3  

 章 気温 利用方法 気象観測値 気象 測値 利用方法 い

 

気象観測値 い AMeDAS 気象官署 利用

気象 利用 売 各店舗 地 利用 製

配 卸 庫や流通 利用 必要 あ

毎 気象 利用 毎 気象 各 観

測値 人 付 均 作  

気象 測値 い 2 日 測 気象庁 GSM ン 利用 1

間以 測 気象庁 ECMWF 方 ン ン 測 利用

各 測値 精度評価 ECMWF 方 気象庁 精度 高 ン ン

各 ECMWF 気象庁 利用 精度 高

ン ン 求 均 均気温 精度評価 行

結果 3 間 測 値 利用 精度 高い 各

前 変 測 実 変 測 い
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4. 需要予測 高度  

 章 需要 測 高度 組 結果 示  

4.1 節 26 度業 い 開発 需要 測 多品目 多地域 展

開 汎用性 検証 結果 示 26 度業 豆腐 日配品 冷や

中華 鍋 季節商品 関東地方 需要 測 実施 今 度 商品

び 大 気象情報 利用 能性 汎用性 検討 行  

 4.2 節 売店 や ID-POS SNS 利用

新 需要 測 構築 検討 結果 示 体的 人 知能技術

活用 多品目 多店舗 対応 能 需要 測 構築 検討や 消費者心理 直

結 体感気温 検討 結果 あ  

 

4.1 解析 

 解析結果 示 商品 い 夏季 需要 大 飲料 炭

酸飲料 麦茶 定 以 気象 関 性 汎用的 あ 需要

増減 想 確認 2 章 述 う 飲料

庫配置 適 課 抱え い 節 得 結果 4.1.2

参加企業 庫 適 向 ン 利用 能 評価  
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4.1.1 場規模解析 考え方 結果 一例 

 場規模解析 考え方 以 表 4.1 解析 手  4.1 示

飲料 中 炭酸飲料 麦茶 3 品目 例 挙 解析結果 示  

 

表 4.1 場規模解析 使用 一覧 

目 内容 

対象商品 

炭酸飲料 機能性炭酸飲料 含  

麦茶 600ml 前後  

900ml  

売  
ン SRI 場規模  

2010 ～2014 5  

気象  

観測 AMeDAS 人 気温  

予測 
ン ン 予測気温  

ECMWF 気象庁  

対象  
全国 12  

海道 東 関東 京浜 信越 陸 東海 近畿 中国 四国 九 沖縄 

解析内容 

(1) 気象利用 能性調査 

(2) 予測 能性調査 

(3) 需要予測精度調査 

精度評価指標 決定係数 RMSE 

 

 

図 4.1 場規模解析  
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(1) 気象利用 能性調査 従属 例検証  

始 商品毎 場規模 売 気象情報 明 能 あ 把握

気象利用 能性調査 実施 気象利用 能性調査 2010 ～2013 4 間

場規模 気温 観測値 解析式 作 解析式 実 売 比較

行 解析式 作 気温以外 気温 消費者心理

転 解析 や 実効気温 現 う 気温 う

経緯 気温 様々 角度 算出 指数 昨 度

果 推定 組 込 商品 適 解析式 推定 行  

表 4.2 炭酸飲料 麦茶 3 品目 気象利用 能性調査 結果

示 各品目 全 決定 数 0.9 以 高い値

商品 場規模 気温 明 能 あ 確認  

 代表 京浜 場規模 気温 び解析式 比較 時系列  

4.2 解析式 場規模 比較 散  4.3 示 異

暦や過去 実績等 表現 い 場規模 時期 回数 い

気温 利用 解析値 前述 高い相関 連動性 捉え い  

以 結果 炭酸飲料 麦茶 場規模 関わ 汎用的

気象情報 相関 認  

 

表 4.2 全 気象利用性 能性調査結果 2010～2013  

  

炭酸飲料 麦茶  

決定係数 
RMSE 

(×100ℓ) 
決定係数

RMSE 

(×100ℓ)
決定係数 

RMSE 

(×100ℓ) 

海道 0.91  529.52 0.94  88.60 0.94  184.34  

東  0.90  1269.02 0.98  92.89 0.99  291.08  

関東 0.93  976.16 0.96  168.63 0.98  280.63  

京浜 0.94  2373.90 0.98  302.72 0.98  603.59  

信越 0.94  406.77 0.98  56.80 0.98  153.16  

陸 0.95  232.59 0.98  30.01 0.98  122.00  

東海 0.95  1239.58 0.98  129.42 0.99  521.52  

近畿 0.96  1192.26 0.99  119.74 0.98  748.49  

中国 0.95  629.96 0.99  49.95 0.98  329.98  

四国 0.94  361.56 0.98  32.71 0.98  172.08  

九  0.94  1114.24 0.98  76.41 0.98  245.29  

沖縄 0.95  73.07  0.92  6.65  0.85  10.46  

赤文字：決定係数 0.重 以  
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図 4.2 飲料 場規模 気温 解析値 関係 京浜 2010～2013  

段：炭酸飲料 中段：麦茶 段：  
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図 4.3 飲料 場規模 解析値 散 図 京浜 2010～2013  

段：炭酸飲料 中段：麦茶 段：  



48 

 

(2) 予測 能性調査 独立 例検証  

4.1.1(1) 結果 炭酸飲料 麦茶 飲料 3 品目 い 場規模

気象 用い 明 能 あ 確認 需要 測 行う 将来

売 測 必要 あ 解析式 測 能性 い 検証 行う必要 あ

2010～2013 学習期間 作 解析式 2014 気温観測値 当

2014 需要 測 行 結果 精度検証 行 精度 参考 既

飲料 生産 庫配置 ン 参考 言わ 前 実績 用い

推測値 比較 実施 2014 商品需要 ン い

時以前 場規模 加味 計算 行  

表 4.3 京浜 測 能性 調査結果 示 炭酸飲料 麦茶

商品 い 前 実績値 利用 場合 比較 2014 気温観

測値 推定 結果 方 高い精度 推定 い  

 4.4 京浜 時系列 示 い 2014 2013 比 残暑 短

8 中旬以降 需要 急 い 気温 実績値 使用 赤線

手 表 い  4.5 前 実績 推定値

2014 気温観測値 推定 結果 2014 実績売 比較 散

示 い 結果 前 実績 推定値 比 気温 利用 推

定値 方 高い精度 推定 い  

 

表 4.3 京浜 予測 能性調査結果 2014  

京浜  
前 実績 推定 2014 気温観測値 推定 

決定係数 RMSE ×100ℓ 決定係数 RMSE ×100ℓ  

炭酸飲料 0.76  5692.02  0.89  4471.09  

麦茶 0.87  1133.28  0.98  534.76  

 0.93  1394.34  0.98  816.40  

赤文字：前 実績 推定値 比較 精度 高い 
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図 4.4 2010～2013 作成 用い 2014 解析値 京浜  

段：炭酸飲料 中段：麦茶 段：  
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炭酸飲料(前 売 実績値 推定) 炭酸飲料(2014 気温 解析値) 

麦茶(前 売 実績値 推定) 麦茶(2014 気温 解析値) 

 

(前 売 実績値 推定) (2014 気温 解析値) 

図 4.5 前 実績 推測値 2014 場規模 散 図( )  

2014 気温 推定値 2014 場規模 散 図(右) 京浜  
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 表 4.4 全国 12 い 様 検証 行 結果 示 い

京浜 限 全国的 前 実績 推定値 2014 気温 用い

推定 結果 方 精度 高い  

 以 結果 炭酸飲料 麦茶 2014 場規模 前 実績 値

利用 気温観測値 利用 方 精度 高い 示  

 

表 4.4 全 12 予測 能性調査結果 2014  

 

赤文字：前 実績 推定値 比較 精度 高い 

 

  

決定係数 M E 決定係数 M E 決定係数 M E 決定係数 M E 決定係数 M E 決定係数 M E

京浜 . . . . . . . . . . . .
海道 . . . . . . . . . . . .

東 . . . . . . . . . . . .
関東 . . . . . . . . . . . .
信越 . . . . . . . . . . . .

陸 . . . . . . . . . . . .
東海 . . . . . . . . . . . .
近畿 . . . . . . . . . . . .
中国 . . . . . . . . . . . .
四国 . . . . . . . . . . . .
九州 . . . . . . . . . . . .
沖縄 . . . . . . . . . . . .

の気温か 推定

麦茶
前 実績か 推測 の気温か 推定

アイスコ
前 実績か 推測 の気温か 推定

炭酸飲料
前 実績か 推測
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(3) 需要予測精度調査 

4.1.1(1) ～(2) 飲料 炭酸飲料 麦茶 場規模 気象 利用

明 能 あ 前 実績 利用 気温 観測値 利用 方 推定精度 高

い  

目 実 過去 気象 測 気象庁 ECMWF ン

ン 測(3.2 解 ) 用い 様 計算 行い 当時 気象 測 用い 炭酸飲

料 麦茶 需要 測 能 評価 気温 測誤差

加味 実 需要 測精度 評価 行う 気象 測 測期間

1～4 間先 測 信 ン 都合 毎 金曜日 発表

日 翌 曜～日曜 1 間 測 い 2 3 4

い 様  

 表 4.5 京浜 2014 需要 測精度 検証結果 示 前 検

証 過去 気温観測値 利用 場合 精度 高い 気温 測誤差 加味 場

合 い 前 売 実績 利用 精度 高い  

  4.6 京浜 時系列 示 い 8 中旬 気温 1 間先

測 利用 少 精度 落 前 実績 利用 値 緑線 実績

値 推移 精度 表 い  4.7 前 実績 推定値

2014 気温観測値 推定 結果 飲料 2014 場規模 比較

散 示 い 結果 測誤差 考慮 場合 前 実績

推定値 比 推定精度 良い  

 

表 4.5 京浜 需要予測 精度検証結果 2014  

炭酸飲料 麦茶  

利用  決定係数 
RMSE 

(×100ℓ) 
決定係数

RMSE 

(×100ℓ) 
決定係数 

RMSE 

(×100ℓ) 

過去 気温観測値 0.89  4471.09 0.98  534.76 0.98  816.40 

前 売 実績 0.76  5692.02 0.87  1133.28 0.93  1394.34 

1 間予測気温 0.83  5390.00 0.95  690.23 0.97  987.70 

2 間予測気温 0.79  5794.09 0.93  792.48 0.96  1114.42 

3 間予測気温 0.78  5938.53 0.93  801.83 0.95  1184.85 

4 間予測気温 0.78  5961.82 0.93  807.08 0.95  1168.17 

赤文字：前 実績 予測 場合 比較 精度 高い 
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図 4.6 京浜 2014 場規模 時系列図 

段：炭酸飲料 中段：麦茶 段：  

青線：2014 場規模実績値 緑線：前 実績 推定値  

赤線：1 間先気温予測値 推定値 
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図 4.7 前 実績 推定値(緑) 1 間予測利用解析値(赤) 場規模 散 図 

京浜 2014  

段：炭酸飲料 中段：麦茶 段：  
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 表 4.6～表 4.8 各商品 全国 12 需要 測精度 検証結果 示

炭酸飲料 1 間先 麦茶 4 間先 場規模 測

い 前 実績 経験 推定値 利用 能性 高い 示  

 

表 4.6 全国 12 需要予測 精度検証結果 2014 炭酸飲料  

 

 

表 4.7 全国 12 需要予測 精度検証結果 2014 麦茶  

 

 

表 4.8 全国 12 需要予測 精度検証結果 2014  

 

赤文字：前 実績 予測 場合 比較 精度 高い 

青文字：前 実績 予測 場合 精度 い 

 

  

決定係数 M E 決定係数 M E 決定係数 M E 決定係数 M E 決定係数 M E
京浜 . . . . . . . . . .
海道 . . . . . . . . . .

東 . . . . . . . . . .
関東 . . . . . . . . . .
信越 . . . . . . . . . .

陸 . . . . . . . . . .
東海 . . . . . . . . . .
近畿 . . . . . . . . . .
中国 . . . . . . . . . .
四国 . . . . . . . . . .
九州 . . . . . . . . . .
沖縄 . . . . . . . . . .

週間予測
炭酸飲料

か 推測 週間予測 週間予測 週間予測

決定係数 M E 決定係数 M E 決定係数 M E 決定係数 M E 決定係数 M E
京浜 . . . . . . . . . .
海道 . . . . . . . . . .

東 . . . . . . . . . .
関東 . . . . . . . . . .
信越 . . . . . . . . . .

陸 . . . . . . . . . .
東海 . . . . . . . . . .
近畿 . . . . . . . . . .
中国 . . . . . . . . . .
四国 . . . . . . . . . .
九州 . . . . . . . . . .
沖縄 . . . . . . . . . .

週間予測
麦茶

か 推測 週間予測 週間予測 週間予測

決定係数 M E 決定係数 M E 決定係数 M E 決定係数 M E 決定係数 M E
京浜 . . . . . . . . . .
海道 . . . . . . . . . .

東 . . . . . . . . . .
関東 . . . . . . . . . .
信越 . . . . . . . . . .

陸 . . . . . . . . . .
東海 . . . . . . . . . .
近畿 . . . . . . . . . .
中国 . . . . . . . . . .
四国 . . . . . . . . . .
九州 . . . . . . . . . .
沖縄 . . . . . . . . . .

週間予測
アイスコ

か 推測 週間予測 週間予測 週間予測
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4.1.2 物流 解析 考え方 結果 一例 

 前 得 結果 炭酸飲料 麦茶 主力商品 一 扱 い

参加企業 A 社 参加企業 B 社 物流 組 合わ 気象 用い 需要 測

物流段階 何 策 得 ン い 考察 実

物流面 改善策 び CO2削減 効果測定 い 5 章 検証 行う  

 今 需要 場規模 企業 特定商品 売 比例関 あ 考え 解析

行う  

 

(1) 炭酸飲料 

a) 解析方法 

 解析 以 手 行  4.8 示  

 

 需要変動 面的 把握 

 終需要 あ 場規模 気象 関 性 評価 全国的

一様 需要 増加 時期 毎 い 生 時期 着目  

 持 需要変動 関 性 把握 

 商品 持 い 持 2 章参照 前 庫配

置 完全 想定以 需要 あ 場合 発生 あ 合わ

気象 需要 変 原因 起 思わ 持 例 出 仮 立

行う  

 ン改善 案 び 効果測定 5 章  

企業 領 物流 検証 仮 着目 時期

気象 用い 需要 測活用 改善案 案 CO2 削減効果

利用 能性 評価  

 

 参加企業 A 社 供 物流 2013～2014 あ

持 全体 20% 超え 2013 2014 10%程度 着目 解析 行  

 



57 

 

 

図 4.8 炭酸飲料需要 物流解析  

 

b) 需要変動 横持 面的 把握 

7 9 炭酸飲料 場規模 気温 前 比 結果  4.9～

 4.11 示  

 

 

図 4.9 炭酸飲料 場規模 前 比 気温 前 差 2013 7  
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図 4.10 炭酸飲料 場規模 前 比 気温 前 差 2013 8  

 

 

図 4.11 炭酸飲料 場規模 前 比 気温 前 差 2013 9  
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図 4.12 炭酸飲料 場規模 前 比 行 先 横持 比率 2013 7  

※京浜 6 中旬以降一定 横持 2%以 発生 い  

※関東 一大物流拠点 間 通 横持 発生 い  

→ 記 2 考察対象 い 以 様  

 

 

図 4.13 炭酸飲料 場規模 前 比 行 先 横持 比率 2013 8  
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図 4.14 炭酸飲料 場規模 前 比 行 先 横持 比率 2013 9  

 

 2013 梅雨明 7 旬 関東 京浜～九 地 猛暑

 4.9  4.12 見 7 1 日 A 8 日 気温 需要 伸び

九 持 目立 5 章 企業 領 更

考察 加え 時期 九 庫配置 い 気象 用い 需要 測

利用 持 解消 仮 い 検証  
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(2) 麦茶 

a) 解析方法 

解析 炭酸飲料 様 手 行  

b) 需要変動 横持 面的 把握 

7 9 麦茶 場規模 気温 前 比 結果  4.15  4.16 示

8 い 考察 持 い 盆 影響 明 需

要 連動性 い動 目立 省略 持 参加企業 B

社 入手 日 場規模 形 加 利用  

 

 

図 4.15 麦茶 場規模 前 比 気温 前 温度差 2013 7  

 

 

図 4.16 麦茶 場規模 前 比 気温 前 温度差 2013 9  
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需要 前 変 麦茶 行 持 対 比 間 1

割合 結果  4.17  4.18 示  

 

図 4.17 麦茶 場規模 前 比 行 先 横持 比率 2013 7  

 

 

図 4.18 麦茶 場規模 前 比 行 先 横持 比率 2013 9  

 

  4.17 見 7 8 日 関東 以 需要 伸び 翌 15 日 関東

持 発生 目立 5 章 便宜 一大消費地 あ 京浜 物

流 あ 関東 一 見 企業 領 更

考察 加え 時期 関東 京浜 庫配置 い 気象 用い 需要

測 利用 持 効率 仮 い 検証  
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4.2 売 解析 

売店 び消費者 利用 解析結果 示  4.19

解析 ン 示  

売店 比 店舗数や商品数 非常 多い 特徴 あ 多い所

1 店舗あ 商品数 数千品目 1 ン店あ 店舗数 数万店 及ぶ 売

店 気象 限 売計画や周 ン 売 大 右

特徴 あ  

売店 需要 測 記 う 多店舗 多品目 測 対応 能 汎

用的 需要 測 行う 要 あ 業 売業 気象情報

利用 能性調査 目的 商品 店舗 類 行い

応 汎用的 需要 測手法 構築検討 行  

売店 売 消費者 購買行動 密接 関 い 業 消費

者 購買行動 関 解析 実施 夏商材や冬商材 購買意欲 消費者心理 影響

大 い 考え 影響 齢や性 多様 あ 考

え 消費者 心理 把握 SNS や ID-POS

消費者 心理や購買特性 推定 気象条件 消費者 購買行動 え 影響

調査 行  

 

 

図 4.19 売店 消費者 解析 目的 
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 体的 解析 容 表 4.9 示 各 目 考え方 解析結果 一例 い

述  

 

表 4.9 売店 消費者 解析 目一覧 

目 内容 

商品 類 

売店 数千～数万品目 商品 中 気象 関連性 高

い商品 析  

活用方法：天候 応 発注 調整 商品 特 把握 

店舗 類 

店舗立地 気象 影響 違い 析 店舗

需要予測手法 ン 行う  

活用方法：地域 気候特性 活 需給調整 

体感気温 作成 
消費者 体感。購買行動週 直結 気象要因 析 行う  

活用方法：需要傾向 前把握 予測 入 

顧客行動 析 
気象 影響 消費者 購買行動 変 見  

活用方法：顧客毎 購買行動 特 把握 
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4.2.1 体感気温 作成 

 消費者 解析 一 あ 体感気温 作 い 解 行う  

(1) 考え方 

人 季節 気温 感 方 異 例え 5 30 度 記録 場合

非常 暑 感 8 30 度 記録 場合 体 暑 慣 い 5

暑 感 い う 体感気温 商品 需要 因果関 あ

数値 気象 売 関 把握 非常 要 指標 あ 考え 体感

気温 数値 行う 既 客観的 観測値 利用 高精度

需要 測 能 売店や 運用 役 立 情報 考え  

体感気温 数値 様々 手法 案 い SNS 解析

実 人 感 体感気温 作 行 例 い 業 Twitter

置情報付 解析 人々 暑い 寒い 感 気象条件

出 うえ 体感気温 作 検討 体感情報 気温

度 日射 降水 風 等 気象情報 紐 暑い 寒い 感 状

況 各気象要素 組 合わ 明 能 う 検討  

検討 行う 気象 売 相関 あ 商品 需要 測

利用 消費者心理 映 需要 測情報 高度 期

体感気温作  4.20 示  

 

 

図 4.20 体感気温作成  
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(2) 結果 一例 

 体感気温 検討 行 結果 一例 以 示  

a) 集 

 体感気温 検討 行う あ 消費者 体感 感情 表 情報 Twitter 投

稿 置情報付 集 気象情報 東京地

観測値等 集 集 一覧 以 表 4.10 示  

 

表 4.10 体感気温 作成 集  

 目 内容 

 

情報 
日 語 置情報  

(1/10 ン ン 除く) 

期間 2012 9 ～2015 9  

数 約 1600 万  

気象  

情報 

観測値 東京  

日 均気温 日合計降水 日 均相対湿度 

日 均風 日 深積雪 日合計全天日射  

日 均気温 値 

関東地区 観測値 人 均

期間 2012 9 ～2015 9  
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b) 暑い 寒い 含 特性 

 集 情報 暑い 寒い いう文 含 ぶや

出 日 数 ン 結果 暑い 寒い

数 気温 変動 連動 夏期(7～9 )以外 暑い 冬期(12～2 )以外

寒い 一定  4.21  

 期間中 暑い いう 多 日 2014 7 26 日 全国

的 猛暑 日 寒い いう 多 日 2014 12 17 日 寒波

日 あ 情報 暑い 寒い いう情報 体感的 暑 寒

映 指標 妥当 あ 特徴  4.22  

 

図 4.21 暑い 寒い Tweet 数 推移 

 

 

図 4.22 暑い 寒い 特性 
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c) 暑い 寒い 関連性 高い 語 

人 知能技術 形態素解析 ン 利用 暑い 寒い

多 あ 2014 7 26 日 2014 12 17 日 両日 用

い 暑い 寒い いう 語 関連性 高い 語群 結果

暑い 関連 高い 語 今日 明日 花火 語 含 い 花

火 暑 連想 あ 今日 暑い 感 日 ぶや

行わ い 推察 寒い 関連性 高い 語 注意報 大雪

あ 12 17 日 猛烈 発 気 関 情報 関連 い

思わ  4.23 関連性 視覚的 表現 あ  

 

 

図 4.23 暑い 関連性 高い 語 段  

寒い 関連性 高い 語 段  

※2014 7 26 日 2014 12 17 日 2 日間 ぶや 置情報 対象  

人 知能技術 活用 ワ 関連性 高い語 抽出 
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d) 暑 寒 指数検討 

 気象 各種要素 気温 度 日射 利用 日 暑い 寒

い 含 数 定 的 表現 検討 行 数 推

移 客観的 気温等 情報 人間 体感 映 数値 あ 考え

数 気象要素 表現 能 気象 測情報 人間

体感 測 能 顧客 購買行動 直接的 結び 指標 作

期  

 体感 表 気象情報 作 着目 考え方 以 表 4.11 示 業

体感 表 指標 状態 変 心理 3 類 記 要素

明 試  

 再現 結果  4.24 示 時系列 黒線 暑い 寒い 数 全

数 占 割合 示 赤線 青線 各日 気象要素 用い 暑い 寒い

数 推定 結果 示 い 数 高 過 評価

い 部 あ 暑い 決定 数 0.77 寒い 決定 数 0.67 高精度

推定 い う 推定 各日 暑い 寒い 推定値

体感指数 呼ぶ  

  4.25 2013 2015 気温 差 体感指数 時系列 示

割合 変 網掛 部 体感指数 赤実線 青実線 精度 追跡 い

 

う 日々 体感 変 着目 指数情報 客観的 気象情報 日々

購買行動 直結 気象情報 需給調 役立 情報 期  

 

表 4.11 体感 気象情報作成 際 着目点 

内容 考え方 例 

状態  

暑 寒  

い 暑い 寒い 感  

→気温 日射 湿度 表現 

変  

暑 寒  

前日 気温変 暑い 寒い 感  

  →気温 日射 変 表現 

心理や習慣  

暑 寒  

例 差や時期 暑い 寒い 感  

  →過去 気温 経緯 表現 
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図 4.24 暑い 寒い 日 数 再現結果 

段：時系列図(暑い) 中段：時系列図(寒い)  

  段 ：散 図(暑い) 段右：散 図(寒い)  

※ 暑い 寒い 割合 目的変数 黒線 日 気象要素 用い 推定 結果 赤線 青線 示 い  

ン 線 東京地 均気温 示  
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図 4.25 気温 差 数 再現結果 時系列図 

段：2013 段：2015  
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4.2.2 商品 類 

売店 解析 一 あ 商品 類 い 解 行う  

(1) 考え方 

売店 従業員 日々 業 多岐 わ 需要 測や発注業 割

時間 限 い 限 時間 う 商品 対 気象情報 利用

効果的 あ 解析 業 効率 能 食

品 や機会 効果的 削減 期  

業 売 い 商品 い 各商品 気

象感応度 理 商品 類 検討 行 気象感応度 売

作 う 商品 気象 利用 効率

ン 能 あ 基礎的 調査 実施 解析  4.26 示  

 

 

 

図 4.26 商品 類  
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(2) 結果 一例 

 商品 類 行 結果 一例 示  

a)商品 類 方法 

 株式会社 あ 店舗 い 2013 ～2014 2 間

利用 商品 類 実施 表 4.12 使用 一覧 示  

 

表 4.12 商品 類 使用 一覧 

目 容 

 株式会社   

期間 2013 1 ～2014 12  

売  商品 毎 日 売個数 売  

気象  日 均気温 

析内容 ABC 析 気温感応度 売 高  
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b)売 高 ABC 析結果 

 商品 2013 2014 2 売 高 ン ン 作 結果

示 各 類 2 売 高 積算 売 高 大 い 類 並

総売 高 1 相対売 高 大 い方 積算 売

高 70% 占 類 A 70～95% 入 類 B 以外 類 C

ABC 析 実施 (  4.27) 結果 鮮魚 豚肉 加 肉 類

A 類 (表 4.13)  

 

 

図 4.27 売 高 関 ABC 析結果 

 

表 4.13 売 高 関 ABC 析結果 各 抜粋  

 類  

A 鮮魚 豚肉 加 肉 調味料   
B 清酒 貝  
C 芳香剤 線香 ソ ン 果物   
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c)気温感応度 関 ABC 析結果 

 い 気温 日 売個数 関 ABC 析 実施 結果 示 商品

毎 日 均気温 日 売個数 値 比較 散 決定 数 計

算 決定 数 値 気温感応度 ABC 析 行 A B

数 差 生 い う A 閾値 80% B 閾値 80～95% 設定

 

析 結果 気温感応度 高い A 葡萄 梨 桃 乳飲

料 清涼飲料 類 結果  4.28 表 4.14  

 

 

図 4.28 気温感応度 関 ABC 析結果 

 

表 4.14 気温感応度 関 ABC 析結果 各 抜粋  

 類  

A 
葡萄 桃 梨 乳飲料 清涼飲料  

練 製品 清酒 水物 加 菜  

B 
豆腐 あ 食 ン 牛乳  

米飯 惣菜  

C 
和菓子 洋菓子 牛肉 豚肉 肉 加 肉  

調味料 缶詰  
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d)商品 類 結果(売 高 気温感応度 ABC 析) 

 (c) 実施 売 高 気温感応度 ABC 析 結果 集約 一覧 結果 表 

4.15 示 結果 売 高 70% 類 気温感応度 80% 類

AA 商品 乳飲料 清涼飲料 鍋 嗜好品 飲料 練 製品

入 入 商品 売 大 気温

変 影響 大 い商品群 あ 気象情報 利用 ン 的

入 商品群 あ 言え 気象感応度 大 い 売 大

い AB 清酒 売 高 大 い 気象感

応度 大 い BA 食 ン

組 状況 応 気象情報 活用 効果的 あ 考え  

う 類 実施 扱う商品数 多い 売店 需要 測 効

あ 考え 今 業 中 様々 売店 い 実施 析

あ  

 

表 4.15 商品 類 結果 
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4.2.3 店舗 類 

売店 解析 一 あ 店舗 類 い 解 行う  

(1) 考え方 

 売業 各店舗 店舗 立地条件や気象特性 売 変動状況 異

個 店舗 需要 測 行う場合 店舗 適 測式 立 必要

あ 数百店～数千店 店舗 個 扱う 計算 荷や運用面 考

え 非常 困 あ う 気象条件 び売 変動 店舗

類 考え  

 4.29 店舗 類 示 個 店舗 気象や人 特徴 類似

店舗 汎用的 需要 測 能 考え

各店舗 売 立地 特徴 人 標高 や気象情報 店舗

ン 行い 合計 10 個 類  

 

 

図 4.29 店舗 類  
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(2) 結果 一例 

a)利用  

 店舗 類 利用 一覧 表 4.16 示 商品 類

様 売 株式会社 2 利用 商品

類 代表 店舗 使用 店舗毎 特性 使用

 4.30 示 全店舗 利用  

 気象 店舗 置周辺 観測値 び解析雨 挿 表 4.16 記

載 6 要素 用い  

 

表 4.16 店舗 類 使用 一覧 

目 容 

売  株式会社   

期間 2013 1 ～2014 12  

店舗 約 200 店舗※ 

気象  各店舗 置 日 気象情報 

均気温 降水 推定日射  

相対湿度 東西風 風  

※開始期間 終了期間 店舗 異  

 

 

図 4.30 店舗 置 
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b)店舗 類 実施 

 店舗 類 結果  4.31 示 各店舗 気象条件 周辺人 情報 用

い 類似店舗 10 種類 類 結果 見 長 県 店

舗 属 い 必 近い地域 店舗 一 類

い わ 無 日 海側 店舗 洋側 店舗 様々 地域 類似店舗

定 い う ン 行う 個 店舗

需要 測 あ 程度類似 店舗 考慮 需要 測 能  

 

 

図 4.31 店舗 店舗 類 結果 

※店舗 置 毎 色 表示 
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4.2.4 需要予測関連ソ 開発検討 

 売店向 汎用的 需要 測 能 需要 測 開発 検討

行  

(1) 考え方 

 売店 需要 測 比 商品数 店舗数 非常 多い 特

徴 あ 数千品目 数千店舗 人間 目 通 調 等 作業

行う 非常 困 あ 業 株式会社 200 店舗

対象 汎用的 需要 測情報 供 能 需要 測 開発検討

行  

業 将来構築 定 需要 測  4.32 示 気温や日

射 各種気象要素 POS 店舗 商品

体感気温 入力 組 込 各 商品需要や来

店客数 計算 考え い 計算 人 知能技術 入

大 商品 店舗 対 人 手 入 汎用的 需要 測 実現

開発 目指 実 運用時 気象 測情報 利用 日々 運用

適 ン 供 構築 定 あ  

 

 

図 4.32 作成予定 需要予測ソ  

  

体感気温

⽇射量

天気

⾬

売上・来店
客数

POS・レ ート

夏商材2 来店客数 客数依存

東池袋店 A1 B1 C1 D1 E1

関東住宅街 A2 B2 C2 D2 E2

大阪地 街 A3 B3 C3 D3 E3

東 学校近傍 A4 B4 C4 D4 E4

A1売上

商品・店舗のカテゴリーマトリクス例

A2売上

A3売上

・・・

商品
カテゴリ

店舗
カテゴリ 気象予測値

AI

商品店舗
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(2) 結果 一例 

a)需要予測手法 

 商品売 右 日々 来店客数 測 行 測 び検証 処

理  4.33 示 使用 記表 4.16 示 通

計算 日 来店客数 目的変数 明変数 各種気象要素 び

曜日属性 入 各店舗 2013 訓練 測式 作

2014 間 気象観測値 び曜日属性 当 来店客数

推定 行 測 汎用性 検証 2014 日 来店客数 測 全店舗

均値 精度評価 行  

測手法 人 知能技術 利用 機 学習手法 従来 統計手法 利用 線形

回 多 回 合計 3 種類 手法 比較 測 前 類 店

舗 結果 考慮 毎 需要 測 実施  

 

 

図 4.33 来店客数予測処理  
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b )精度検証結果 

3 種類 測手法 用い 2014 来店客数 測 相関 数 全

店舗 均値 計算 結果 表 4.17 示 機 学習 利用 測手法 精度

高 相関 数 全店舗 均 0.86  

  4.34 代表店舗 時系列 相関 数 比較 結果

示 全体的 手法 測精度 高い  

以 結果 店舗 考慮 人 知能 機 学習 使用 測手法

用い 汎用的 需要 測 能  

 

表 4.17 来店客数予測精度 手法 比較 独立 例相関係数全店舗 均値  

予測手法 相関係数 

機 学習 0.8593 

線形回  0.7238 

多 回  0.5052 
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機 学習 機 学習 

 

線形回  線形回  

 

多 回  多 回  

図 4.34 代表１店舗 来店客数予測 時系列図( ) 

店舗毎 相関係数 図(右) 

※時系列図 〇印 各日 来店客数 青線 予測結果 示  

学習期間：「01」 期間：「014 週 
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4.2.5 人 知能技術 用い 消費者行動 予測検討 

 消費者 解析 一 あ 顧客行動 析 解 行う  

(1) 考え方 

商品 売 測 場合 商品売 POS 析 需要 測

構築 手法 一般的 あ 需要 発生 契機 消費者 考え方

や購買行動 あ 消費者行動 変 捉え 要 あ 考え 消

費者行動 気象状況 変 考え 消費者行動 表現

消費者 紐付 ID-POS 解析 行う 必要 あ

業 気象状況 消費者 購買行動 う変 気象状況

ID-POS 紐付 行い 気象変 顧客行動 析 行  

 析手法 以 示 ID-POS 顧客毎 来店 度 析 来

店 度毎 顧客 類 行 曜日や気象状況 組 合わ

来店 度 異 顧客層 影響 要因 ン ワ

析  

 ン ワ 人 知能技術 一 あ え 関

強い変数間 向矢印 結び 変数 因果関 自動的 発見 方

法 あ 各変数 条件 設定 測計算 能 あ ン

検索 ン 要素技術 利用 い  

 析 仮  4.35 示 例え 毎日 う 来店 顧客 い 通

い 当日 気 悪 行 い 気 良 行 気 影響

や い い 考え 一方 回程度 来店 度 顧客 気

影響 曜日 影響 毎 土曜日 来店 度 大 影響 い

考え  

 

 

図 4.35 来店頻度 違い 来店 断 仮説 
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(2) 結果 一例 

a)利用  

 集 一覧 表 4.18 示 業 あ 売店 2009 1～

2 ID-POS 利用 解析 行 気象 い 前 解析

様 各店舗 置 日 気象 利用  

 

表 4.18 顧客行動 析 利用 一覧 

目 内容 

ID-POS  2009 1～2 全店舗  

店舗情報 店舗 置情報 店 所 

気象  
各店舗 置 日 気象情報 

均気温 降水 推定日射 相対湿度 東西風 風  
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c) 来店頻度 客 価 析 

 郊外 店舗 A 都 部 前 あ 店舗 B 来店客数 推移傾向 気温

関  4.36 示 気温 降幅 大 い 2 16 日付近 郊外型 店舗 来店

客数 増加 前 店舗 来店客数 減少 店舗 来店客数 気温

関 い 出 い  

 時間 来店客数 度  4.37 示 郊外型 店舗 A 11 時

17 時 あ M 型 い 前店舗 B 11～17 時

各時間 一定数 客数 来店 来店時間 い 生 い

前 店舗 B 18 時 通勤電車 影響

い 推察  

  4.38 店舗 来店回数 一回当 客 価 度 表 示

見 来店 度 多い顧客 1 回あ 客 価 来店 度

多い顧客層 店舗 B 方 郊外型 多い  

 

 

図 4.36 郊外店舗 A 駅前店舗 B 来店客数 気温 関係 
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図 4.37 郊外店舗 A 駅前店舗 B 時間 来店客数 推移 

 

 

図 4.38 来店回数 一回来店あ 客 価 頻度 散 図 

：郊外店舗 A 右：駅前店舗 B  
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c)人 知能 利用 顧客行動 析 

 ン ワ 利用 解析結果 一例 示 集 ID-POS

来店日時 時 気象条件 関 作 顧客 ID 来店 度

客 価 付 顧客 毎 う 要因 影響 い

ワ 視 行 表 4.19 利用 特性情報 一覧 示 い  

 結果 一例  4.39 示 来店回数 1 回 2 回程度 あ 顧客

影響 及 い 要因 日 時間 等 要素 あ 毎日通 い

顧客 時間 主 影響要因 あ 考え  

気象要素 来店 度 え 影響 前日日射 2 日 回程度

来店 顧客 影響 え いう結果 得 2 日 1 回程度来店

人 前日 日射 (前 日 気) 影響 い 解釈 前日日

射 影響 顧客 影響 い い 2～3 回来店 い 顧

客 前日 気 悪 場合 今日 や 明日 う 昨日 気

悪 行 今日 行 心理 働い い 推察

結果 当初 仮 一 気象要因 顧客行動 え 変 影響

一例 日々 ン策定 材料 情報 あ 考え  

今 気象要因 顧客 性 や来店時間 え 影響 調査 精緻 析

実施 定 あ  

 

表 4.19 顧客行動 析 利用 情報一覧 

目 内容 

来店日時  来店 無 時間 曜日 日 休日  

気象情報  雨 気温 日射  

※前日 考慮  

来店傾向  1 回あ 客 価 来店頻度 
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図 4.39 来店頻度毎 顧客 影響 要因 析結果 一例 
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4.3  

 章 以 示  

 

4.3.1 解析 

(1) 場規模解析 

 炭酸飲料 麦茶 場規模解析 気温 場規模 需要 推移

高い相関 認 確認  

 4 間先 気象 測 利用 場合 い 立 例 い 前 度

需要 推定 場合 高精度 測 確認  

 

(2) 面的需要  

 炭酸飲料 麦茶 需要変動 び 持 面的 視 作

 

 物流 う 気象 需要変 原因 起 思わ 例

出 仮 立 行  

 

4.3.2 売 解析 

(1) 体感気温 作成 

 Twitter 情報 暑い 寒い いう 語 含 日

個数 集計 各種気象要素 明 能 う 検討 行  

 人 知能技術 活用 暑い 寒い 関連性 高い 語群 出

寒い い 注意報 風雪 関連性 高い 語 出

 

 既 体感気温指標 状態 示 あ 体感 情報 変

や 慣 要素 加味 必要 あ  

 変 や 慣 要因 加味 暑い 寒い 変

再現 指標 体感指数 出  

 

(2) 商品 類 

 利用 売 気象感応度 ABC 析 実施  

結果 売 高 鮮魚 豚肉 加 肉 気象感応度 葡萄

梨 桃 飲料 類  

 合 一覧表 作 売 高 高 気温感応度

高い AA 商品 乳飲料 清涼飲料 鍋 嗜好品 飲料 練

製品 商品 入 結果  
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(3) 店舗 類 

 株式会社 全店舗 対象 各店舗 売 立地 特徴及び気象条件

ン 行い 店舗 10 類  

 

(4) 需要予測関連ソ 開発検討 

 売店 多品目 多店舗 需要 測 対応 能 汎用的 需要 測 開発検

討 行  

 人 知能技術 一 あ 機 学習 利用 測手法 既 回 析手法

用い 約 200 店舗 来店客数 測 行  

 結果機 学習 利用 測手法 精度 高 2014 日 来店客

数 相関 数 全店舗 均 0.86 精度  

 

(5) 顧客行動 析 

 気象 顧客行動 変 関 調査 ID-POS 利用 顧客行

動 析 行  

 郊外型 店舗 前 店舗 2 店舗 置い 来店 度 客 価 い 調査

方 来店 度や購買層 い 見  

 ン ワ 利用 来店行動 影響 え 要素 調査

前日日射 2 日 1 回程度来店 顧客 影響 え いう結果

得  
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5. 実証実験 

章 業 実施 実証実験 容 結果 い 記述  

業 表 5.1 示 う 実証実験 ン全体 情報共

ン 輸送方法 変更 ン 流通期限 変更

3 種類 実験 実施  

ン全体 情報共 や ン 輸送方法 変更 い

実証実験 行い ン 流通期限 変更 い 解析 行

 

 

表 5.1 実証実験 内容 

 ン 

全体 情報共  

ン 

内 輸送方法変更 

ン 

内 流通期限 変更

時期 2015 夏 2015 夏 

2013 夏 

2015 冬 

参加企業 
Mizkan 

相模屋食料 

ネ 日  

崎近海汽船 

参加企業 A 社 

参加企業 B 社 

参加企業 C 社 

Mizkan 

対象商品 
冷や 中華  

寄 豆腐 

 

炭酸飲料 

麦茶 

鍋  

手法 実証 
実証 

解析  
解析  

 

5.1 CO2削減 計算方法 

 業 CO2削減 ン 手法 以 LCA 求

輸送 CO2発生 い ン 法 利用 ェ 輸送距 ェ 排

出 数 求 原材料や包材 CO2発生 い 容積 ェ 排出

数 求  

 

5.1.1 LCA CO2発生 求 方 

 業 寄 豆腐 麺 鍋 い LCA 利用 い

麺 対象 1 商品あ CO2発生 求 方 記載  

 

(1) 対象商品 

 対象商品 Mizkan 寄 鍋 750g  
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(2) 計算 概要 

計算 LCA 手法 用い 鍋 以 範

CO2発生 計算 実施 計算  5.1 示 う

a 原材料製造 輸送 b 商品製造 輸送 c 使用済 容器

回 廃棄 d 返品輸送 廃棄 4 類 遷

原材料製造 輸送 い 原材料 流 例え 原材料 採 等

計算範 含 各 い 検討 目 表 5.2 示  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

図 5.1 商品  

表 5.2 輸送時 発生 1 個当 CO2発生  

 目 内容 

a 

原材料 輸送 原材料 中身 場 輸送 

容器包装材等 輸送 
容器包装材 段 場

輸送 

b 商品 輸送 
商品 場 保管場所 流通拠点

輸送 

c 
使用済 包装材 回 廃

棄処理施設 輸送  

使用済 回 及 廃棄物処

理施設 輸送 

d 

売 残 商品 場

輸送 

売 残 商品 保管場所 場

輸送 

売 残 商品 廃棄処理

場 輸送 

売 残 商品 場 廃棄物処理施

設 輸送 

 

LCA 手法 用い CO2発生 計算 い 流や 流 CO2発生

入手 い場合 部品等 乗 CO2発生 能

CO2排出原 用い 計算 以 資料 掲載 い CO2

排出原 用い  

原材料製造

容器製造

梱包材製造

商品製造 販 売

使 ⽤ 廃 棄

廃 棄

A:原材料製造・輸送 テー

B:商品製造・輸送 テー

C:使⽤済み容器回収・廃棄 テー

D:返品輸送・廃棄 テー

→ 輸送 点線は対象外
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○ ン ン ン  基 ver. 1.01 

国 一般社団法人産業環境管理協会  ⇒ 原 CFP  

※https://www.cfp-japan.jp/calculate/verify/data.html 

○ 食品関連材料 CO2排出 数 2010 10 15 日 味 素  

※http://www.ajinomoto.com/jp/activity/environment/lc-co2/ ⇒ 原 味 素  

○ 3R 行動見え 3R 行動原 算出方法 冊 26 3

環境省 ⇒ 原 3R 見え  

※http://www.env.go.jp/recycle/circul/3r_visu-tool/pdf/3r_method.pdf 

 

(3) 対象商品  

対象商品 株式会社 Mizkan 公表 い 資料 既 文献等

参考 設定 酸 炭素発生 計算 実施 中

身や容器包装材 い 表 5.3 う 実 商品 入手 等 計

実施 中身 あ 寄 鍋 い 原材料 記載 い 原材料毎

あ い 容積 公表 い い 表 5.4 寄 鍋 あ

原材料 容積 用い  

 

表 5.3 対象商品 中身や容器包装材  

 g  内訳 g  

総  762.25 
中身 750.0 

 12.25 

 

表 5.4 寄 鍋 一般的  

原材料及  g  容積 ml  

水 2+1/2 750 750 

8cm 四方 1 枚 15 － 

 1/4 86.25 75 

う  1/2 172.5 150 

塩  1/2 4.5 3.75 

削 節 20g 30 － 

※出 http://www.kyounoryouri.jp/ 

※ 及び容積 算 出 http://www.benricho.org/doryoko_cup_spoon/ 

※ 水 1L 対 20g 使用  

出 http://www.gyoren.or.jp/cooking/howto/konbu01.html  

※蒸発や濾 失う水 あ 記 集計 500ml 比 場合 500g

い 
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(4) CO2発生 計算結果 

遷 原材料製造 輸送 選 商品製造 輸送 続 使用済 容器

回 廃棄 続 返品輸送 廃棄 各 酸 炭

素発生 算出  

 

a) 原材料製造 輸送  

 商品 1 当 各原材料製造過程 原料採 等 流側 含 酸 炭

素発生 表 5.5 あ 発生 容積 ェ 排出 数

算出  

 

表 5.5 各原材料製造過程 酸 炭素発生  

  

  

容積 発生  原  

値  値  排出係数  出典 

水 非表示 ml 非表示 kg-CO2e 0.348 kg-CO2e m3 CFP 

 非表示 g 非表示 kg-CO2 2.00 t-CO2 t 味 素 

 非表示 ml 非表示 kg-CO2 0.537 t-CO2 kl 味 素 

う  非表示 ml 非表示 kg-CO2e 0.785 kg-CO2e L CFP 

塩 非表示 g 非表示 kg-CO2e 0.106 kg-CO2e kg CFP 

削 節 非表示 g 非表示 kg-CO2 9.55 t-CO2 t 味 素 

 注 株式会社 Mizkan 秘密保持 関わ 部 非表示  

 

商品 場 各原材料輸送 CO2発生 計算 各原材料 製造 場

輸送距 必要 場 生産地 海 う

千葉 削 節 愛媛 や近県 問 塩 埼玉 あ 仮定 概算 距

検索 http://www.navitime.co.jp/drive/ 用い設定 水 輸送距

0km ン 製造 い 輸送距 0km 考

慮 輸送 10 ン 用い 原材料

い 積載率 62% 荷主 省 法 均積載率 値  

商品 1 当 中身輸送 酸 炭素発生 表 5.6 あ 発生

ン 法 用い ェ 輸送距 ェ 排出 数 算出  
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表 5.6 各原材料輸送過程 酸 炭素発生  

  

  

距  発生  原  

g  

距

km  
値  車種 積載率

排出係数 

kg-CO2e   

出

典 

水 非表示 0 非表示 - - - - -

 非表示 800 非表示 kg-CO2e 10 ン 62% 1.49E-01 tkm CFP

 非表示 0 ‐ - - - - - 

う  非表示 60 非表示 kg-CO2e 10 ン 62% 1.49E-01 tkm CFP

塩 非表示 50 非表示 kg-CO2e 10 ン 62% 1.49E-01 tkm CFP

削 節 非表示 930 非表示 kg-CO2e 10 ン 62% 1.49E-01 tkm CFP

注 株式会社 Mizkan 秘密保持 関わ 部 非表示  

 

商品 1 当 容器製造 原料採掘等 流側 含 酸 炭素発生 表 5.7

通 あ 容器製造 印 酸 炭素発生 含

発生 面積 × 排出 数 算出  

  

表 5.7 各容器製造過程 酸 炭素発生  

  

  

面積 発生  原  

値  値  排出係数  出典

HDPE

 
非表示 g 非表示 kg-CO2e 1.85 kg-CO2e kg CFP

蒸

着  
非表示 cm2 非表示 kg-CO2e 0.0841 kg-CO2e m2 CFP

印  非表示 cm 非表示 kg-CO2e 0.0276 kg-CO2e m CFP

注 株式会社 Mizkan 秘密保持 関わ 部 非表示  

 

商品 場 群馬県 容器輸送 CO2発生 計算 容器 製造 場

輸送距 必要 場 近県 あ 仮定 距

150km 考慮 輸送 10

ン 用い 積載率 50%  

商品 1 当 容器輸送 CO2発生 表 5.8 あ 発生

ン 法 用い ェ 輸送距 ェ 排出 数 算出  
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表 5.8 各容器輸送過程 酸 炭素発生  

  

  

距  発生  原  

g  
距

km  
値  車種 積載率

排出係数 

(kg-CO2e)  

出

典 

 非表示 150 非表示 kg-CO2e 10 ン 50% 0.178 tkm CFP

注 株式会社 Mizkan 秘密保持 関わ 部 非表示  

 

商品 1 当 包材製造 原料採 等 流側 含 酸 炭素発生 表 

5.9 通 あ 包材 段 包用 考慮 い

発生 × 排出 数 算出  

  

表 5.9 各 包材製造過程 酸 炭素発生  

  

  

 発生  原  

値  値  排出係数  出典 

段  非表示 g 非表示 kg-CO2e 1.13 kg-CO2e kg CFP 

注 株式会社 Mizkan 秘密保持 関わ 部 非表示  

 

商品 場 包材輸送 CO2発生 計算 段 製造 場

輸送距 必要 製造 場 近県 あ 仮定 距

150km 考慮 輸送 10 ン

用い 積載率 50%  

 商品 1 当 包材輸送 酸 炭素発生 表 5.10 通 あ 発

生 ン 法 用い ェ 輸送距 ェ 排出 数 算出

 

 

表 5.10 各 包材輸送過程 酸 炭素発生  

  

  

距  発生  原  

g  

距

km  
値  車種 積載率

排出係数 

(kg-CO2e) 
 出典

段  非表示 150 非表示 kg-CO2e 10 ン 50% 0.178 tkm CFP 

注 株式会社 Mizkan 秘密保持 関わ 部 非表示  
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b) 商品製造 輸送  

商品製造 鍋 製造 充填等 CO2発生 計算 商品製造

場 使用 等 必要 入手 Mizkan

Web 掲載 い 常温品生産 場 生産 当 CO2発生 値 あ

80.9kg-CO2/t 2014 度実績 使用 Mizkan 原材料 一

あ 製造 い 記 CO2発生 含 い い

製造時 CO2発生 中身製造 輸送 含 い  

 商品 1 当 商品製造 酸 炭素発生 表 5.11 通 あ 発生

× 排出 数 算出  

 

表 5.11 商品製造過程 酸 炭素発生  

  

  

中身  発生  原  

値  値  排出係数  出典 

商品 非表示 g 非表示 kg-CO2 80.9 kg-CO2 t ※ 

※出 http://www.mizkan.co.jp/company/group/office/domestic.html 

 注 株式会社 Mizkan 秘密保持 関わ 部 非表示  

 

商品 場 保管場所 消費地 岐阜県 あ 仮定 概算 距

検索 http://www.navitime.co.jp/drive/ 用い 450km

考慮 輸送 10 ン 用い 原材料

様 積載率 62% 輸送 使用 等 い 繰 返

使用 考慮 い  

商品 1 当 包材輸送 酸 炭素発生 表 5.12 通 あ 発

生 ン 法 用い ェ 輸送距 ェ 排出 数 算出

 

 

表 5.12 商品輸送過程 酸 炭素発生  

  

  

距  発生  原  

g  

距

km

 

値  車種 積載率
排出係数 

(kg-CO2e)  

出

典 

商品 総

＋段  
非表示 450 非表示 kg-CO2e 10 ン 62% 0.149 tkm CFP

注 株式会社 Mizkan 秘密保持 関わ 部 非表示  
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c) 使用済 容器回 廃棄  

使用済 容器 回 自治体 回 CO2発生 計算

自治体 廃棄物 資源回 距 必要 距 3R

見え 原 参考 50km 回 2 ン

用い 容器 比 軽い 積載率 25%  

回 容器 1 当 容器回 酸 炭素発生 表 5.13 通 あ

発生 ン 法 用い ェ 輸送距 ェ 排出 数 算出

商品輸送 用い 段 売店舗 乗 中

身 い 購買者 家庭 消費 考慮 い  

 

表 5.13 使用済 容器回 過程 酸 炭素発生  

  

  

距  発生  原  

g

距  

km  
値  車種 積載率

排出係数 

(kg-CO2e) 
 出典 

 非表示 50 非表示 kg-CO2e 2 ン 25% 8.96E-01 tkm CFP 

注 株式会社 Mizkan 秘密保持 関わ 部 非表示  

 

廃棄処 い 焼 処理 行う 燃焼 来 CO2

発生 い 3R 見え 原 参考 自治体 焼 施設 一

部 回 2.44kg-CO2/kg 値 HDPE 燃焼 用い

燃焼 来 8 割 2 割 仮定  

 回 容器 1 当 廃棄処 酸 炭素発生 表 5.14 通 あ

発生 × 排出 数 算出  

 

表 5.14 廃棄処 過程 酸 炭素発生  

  

  

 発生  原  

値  値  排出係数 
 

出典 

HDPE  

焼  非表示 g 非表示 kg-CO2e 0.334 kg-CO2e kg CFP 

燃焼 

来 
非表示 g 非表示 kg-CO2 2.44 kg-CO2 kg 

3R 見え

 

注 株式会社 Mizkan 秘密保持 関わ 部 非表示  
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d) 返品輸送 廃棄  

返品輸送 CO2発生 計算 返品 距 必要

保管場所 流通 商品 場 戻 200km 商品 場

廃棄物処理施設 輸送 商品 場 距 3R 見え 原

参考 50km 回 商品輸送 様 10 ン

用い 積載率 62%  

返品 1 当 返品輸送 酸 炭素発生 表 5.15 通 あ 発生

ン 法 用い ェ 輸送距 ェ 排出 数 算出  

 

表 5.15 返品輸送過程 酸 炭素発生  

  

  

距  発生  原  

g

距

km  
値  車種 積載率

排出係数 

(kg-CO2e)  

出

典 

商品 総

＋段  
非表示 250 非表示 kg-CO2e 10 ン 62% 0.149 tkm CFP

注 株式会社 Mizkan 秘密保持 関わ 部 非表示  

 

廃棄処 い 契約 い 産業廃棄物処理施設 使用 等

必要 CFP 原 主 用い び 紙 破

処理 PP 焼 処理 行う 中身 い 中身

排水処理 排水処理 原 い 水処理

原 用い PP 燃焼 来 酸 炭素発生

い 3R 見え 原 参考 民間 焼 施設 回

い 3.10kg-CO2/kg 値 用い 回 容器 1 当 廃棄処

酸 炭素発生 表 5.16 通 あ 発生 容積 × 排出 数

算出 返品輸送 用い 段 売店舗

乗 考慮 い  

 

表 5.16 廃棄処 過程 酸 炭素発生  

  

  

  

  

容積 発生  原  

値 値  排出係数  出典 

中身 排水処理 非表示 ml 非表示 kg-CO2e 0.479 kg-CO2e m3 CFP 

 

HDPE  

焼  非表示 g 非表示 kg-CO2e 0.0334 kg-CO2e kg CFP 

燃焼 来 非表示 g 非表示 kg-CO2 3.10 kg-CO2 kg 3R 見え

注 株式会社 Mizkan 秘密保持 関わ 部 非表示  
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(5) 1 当 酸 炭素発生  

 返品率 10% 場合 商品 1 当 酸 炭素発生 表 5.17 通 あ

酸 炭素発生 a 原材料製造 輸送 全体 78.83%

原材料製造 69.64% 占 いう結果 全 輸送 程 合

わ 計算 全体 9.76% 占 いう結果  

1 当 酸 炭素発生 秘密保持 観 報告書 記載

い  

 

表 5.17 各 酸 炭素発生  

目 容 

酸 炭素

発生  

(kg-CO2) 

各割合 
毎 割合

a：原材料製造 輸送  

原材料製造 非表示 69.64% 

78.83%

原材料輸送 非表示 1.10% 

容器製造 非表示 4.65% 

容器輸送 非表示 0.05% 

包材製造 非表示 3.31% 

包材輸送 非表示 0.08% 

b：商品製造 輸送  
商品製造 非表示 8.89% 

16.57%
商品輸送 非表示 7.68% 

c：使用済 容器回 廃棄

 

容器回  非表示 0.07% 
3.28%

容器廃棄処  非表示 3.21% 

d：返品輸送 廃棄  
返品輸送 非表示 0.85% 

1.31%
返品廃棄処  非表示 0.46% 

合計   非表示 100.00% 100.00%

注 株式会社 Mizkan 秘密保持 関わ 部 非表示  
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5.2 ン全体 情報共  

 節 ン全体 情報共 実証実験 容 結果 い

記述 業 表 5.18 示 う 対象商品 日配品 飲料 対象

実証実験 行  

 

表 5.18 ン全体 情報共 実証実験 

 日配品  

時期 2015 夏 2015 夏 

参加企業 相模屋食料 Mizkan 

対象商品 寄 豆腐 冷や 中華  

手法 実証 実証 

CO2削減  187ton 1.5ton 

 

5.2.1 実証実験 日配品  

 日配品 製造 売 能期間 比較的短 基 的 毎日発注 納品 商品

あ  日配品 候や時期 売数 大 変 傾向 あ

需要 測情報 利用 要 商品 あ  

中 豆腐 生産 程 大豆 水 漬 必要 あ 生産

1～2 日 日配品 中 長い商品 あ 売 発注 確認

生産 行う 注生産 見込 生産 行わ い 日配品

機会 発生 い う ン 行 い 需要 測 要

需要 測 外 場合 食品 発生 構造 あ 豆腐 場規模 売

 5.2 示 う 気象 関 性 深 気象状況 考慮 需要 測 必要 あ   

業 豆腐 対象 気象 考慮 需要 測 行い 食品 削減

目的 実証実験 行  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2 白豆腐 売 気温 時系列変 SRI 場規模  

東日 大震災 影響 

    売 ェ1,000 個

    気温 ℃  

東日 大震災
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(1) 実証実験内容 

 実証実験 気象情報 需要 測 精度 向 食品 削減 目指

豆腐 定番商品 あ 日常的 消費 い 木綿豆腐や絹豆腐 気象

連動 変 少 い 一方 夏場 限定 発売 冷奴 特 商品

気象 連動 大 変 い 業 気

象感応度 高い寄 豆腐 対象 実証実験 行 実証実験 容 表 5.19 示  

 実証実験中 寄 豆腐 需要 測 行い 1 回/日 情報配信 行  

 

表 5.19 実証実験 内容 日配品  

目 内容 

企業 相模屋食料 

商品 寄 豆腐 

時期 2015 7 1 日～9 30 日 

送信 1 回/日 

送信方法 配信 

予測 目 日々 寄 豆腐 売  

 

 

(2) 情報構築 

 情報構築 日配品特 問 解決 情報 利用者 対応 情

報 作 行  
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 日配品特 問 解決 情報 

日配品特 問 一 製品 日々納入 売店 日々 ン

や曜日 影響 あ 日々 ン 特売 言わ 価格変

や ン あ 売 ン 大 影響

曜日や特売 影響 除い 気象 連動 部 抜

出 解析 行  

曜日や特売 影響 除 前 寄 豆腐 売実績  5.3 示 売実績 大

変動 気温 強い関 性 見 い 特売 曜日 影

響 強 い 考え 売 気象 測 非常 困

あ  

曜日や特売 影響 除い 寄 豆腐 売実績 解析結果  5.4 示 曜日

や特売 影響 除 売数 変動 気温 関 性

能 気温 考慮 解析結果 決定 数 0.94 売個数 明

気象 連動 部 寄 豆腐 売 測  

業 気象 連動 部 寄 豆腐 売 指数 日々 送信

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

図 5.3 寄 豆腐 売実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.4 寄 豆腐 曜日や特売 除い 売実績 解析 
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 利用者 対応 情報作  

実 情報 活用 利用 担当者 従来 ン

延長線 利用 能 用 情報 あ 要 あ 利

用 担当者 協議 以 情報作 行  

 日配品 売 前日 気温変 や曜日 依 前日 気温や前

気温変 合わ 表示  

 豆腐 売 絶対的 気温 人 う 気温 感 い 表

体感気温 依 体感気温 合わ 表示  

 豆腐 売 日中 気温 影響 売 変 気情報

合わ 表示  

 担当者 理解 う 豆腐 売 変 傾向 5 段階 矢印

表示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.5 送信 情報 寄 豆腐  

 

(3) 食品 削減  

食品 前 度 ン 比較 約 30％削減 情報

日々送 結果 担当者 情報 利用 ン 計画 Plan

情報 利用 ン Do 情報 利用方法 検証 Check

ン 改善 Action 行 結果 考え  

実証実験 情報 日々送 信 利用 ン

改善 外的効果 加え 利用方法 意見交 情報 構築 過程 生

担当者 気象 考え方 変 的効果 大 い  
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(4) 酸 炭素 削減  

 酸 炭素 削減 以 式 求  

 

酸 炭素 削減   食品 削減  ェ 1 商品当 CO2発生  

 

 結果 日配品 酸 炭素 削減 187ton  
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5.2.2 実証実験  

 生産 数 間 あ 夏場 冷や 中華 冬場 鍋

特定 季節 需要 集中 傾向 あ 需要 特定 季節 集中 季節終了

大 減少 終売 需要 測 行う 要 商品 あ

数 間 長い 機会 発生 能性 あ 適 庫 課 い

 

中 冷や 中華 夏場 需要 集中 秋以降 需要 い商

品 季節 終 生産調 需要 測 要 あ 冷や 中華

場規模 売  5.6 示 う 気温 関 性 深 気象状況 考慮 需要

測 要 あ 業 冷や 中華 対象 気象 考慮 季節 終

需要 測 行い 食品 削減 目的 実証実験 行  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.6 冷や 中華 売 気温 関係 SRI 場規模  

 

(1) 実証実験内容 

 実証実験 気象情報 需要 測 精度 向 食品 削減 目指

2015 夏 需要 測情報 回配信 特 要 季節 終 い

終生産前 適 生産 求 配信 行  

 

表 5.20 実証実験 内容  

目 
内容 

毎 送信 季節 終盤 

対象企業 Mizkan 

商品 冷や 中華 150ml 

時期 
2015 6 ～9  

毎 金曜日 
季節 終盤 終生産前  

予測 目 売  残 季節 売 総計 

 

売
ェ
1
,
0
0
0
個

 

 

気
温

℃
 

「00重 ～「01」  

    売 ェ1,000 個

    気温 ℃  
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(2) 情報構築 

 冷や 中華 生産 数 間 あ 1 ヶ 間

積算売 算出 解析 26 度 世代物流 構築 業 構築

消費者心理 転 や実効気温 考慮 解析 利用 解析結果

 5.7 示 解析結果 決定 数 0.97 売 97％ 気象 明

い 解析結果 Mizkan 冷や 中華 150ml 関 性

求 需要 測 行  

 実証実験中 送信 情報  5.8 示 前 時期 気温 冷や 中華 売 実

績 今 気温 売 測 ン 加え 配信  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.7 冷や 中華 解析結果 

成 26 度 世代物流 構築 業 結果 抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.8 実証実験中 配信 情報  
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(3) 食品 削減  

前 度 ン 比較 終 庫 約 20％弱削減 確認

果 需要 測情報 精度向 配信 効果 外的要因 気

象 需要 測 用 あ 理解 的要因

結果 考え  

 

(4) 酸 炭素 削減  

 酸 炭素 削減 以 式 求  

 

酸 炭素 削減   食品 削減  ェ 1 商品当 CO2発生  

 

 結果 酸 炭素 削減 1.5ton  
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5.3 ン内 輸送方法 変更 

業 飲料 対象 ン 輸送方法 変更 実証実験 行

飲料 生産 1～2 長 需要変動 あ 間 通 需

要 食品 発生 い 需要 大 い 庫

保持 庫や物流 適 要 商品 あ 4.2.2 商品

類 示 う 飲料 売 い 商品 中 気象利用 効

果 高い商品 あ い  

 

5.3.1 実証実験  

  5.9 示 う 気象感応度 高 夏場 需要 集中 傾向 あ

夏場 物流 庫 適 要 あ 通常 輸送 遠

方 輸送 や環境 荷 考慮 船舶 利用 場合 あ

考え方  5.10 示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.9 売 気温 関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.10 考え方 
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近 推 動 強 い 近 高齢 い

均 齢 時 層 就職 希

望 人数 減少 将来的 足 懸念 い 状況 あ

酸 炭素排出 減 環境保護 組

足 状況 少人数 大 輸送 実現 産業 ン 維持 実現

組 物流業界 広 産業界 大

期 寄 い あ  

一方 行う 輸送時間 長 綿密 輸送計画 輸

送 決定 期 実施 必要 あ 通常 気象庁 発表 1 間気象

測 利用 ン 実施 い 船舶輸送 実施 意思決

定 必要 あ 2 間程度 気象 測 求 い  

行 場合 日 近海 船舶輸送 海流 影響

航路計画 燃料消費 異 海象 測 利用 適 航路 択

求 い  

 

(1) 実証実験内容 

 実証実験 日 気象協会 26 度 世代物流 構築 業 開発

2 間気温 測 日 配信 日 新 気象 測

製品 補充数 や日程 調 行う 庫 縮 品 推

生産 距 あ 九 方面 出荷 い 航船 利用 推

環境 荷 減  

 一方 崎近海汽船 日 気象協会 26 度 世代物流 構築

業 開発 簡易 ECoRO ※ 利用 海象 測 海 風 波浪 海潮流

配信 航船 省 運航  

 

※ 航船向 適航海計画支援  

http://www.jwa.or.jp/service-business/service/45.html 

 

(2) 情報構築 

 情報 各地域 2 間気温 測 海象 測 配信 2 間気温 測 表 5.21

容 日々 情報送信 行 飲料 需要 季節変 前 売 実績

参考 場合 あ 2 間気温 測情報 前 曜日 気温変 合わ

送信  5.11 梅雨明 や 風 急激 気温変 特徴 あ 状況

場合 ン 注意喚起 行 日 情報 利用

気象庁 1 間 測 利用 意思決定

推   
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表 5.21 2 間気温予測 内容 

目 内容 

対象地点 幌 東京 静岡 屋 大阪 広島 福岡 

要素 
気温 予測 前 曜日 変 傾向 値 

ン  

配信 1 回/日 13～14 時 

配信方法  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.11 2 間気温予測 配信例 
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崎近海汽船 送信 海象情報 配信 容 表 5.22 示 配信例

適航路 海潮流 海 風 波浪  5.12 示 海 風 波浪 海潮流 い

船 観測値 利用 行い 精度 高い情報 構築  

 

表 5.22 簡易版 ECoRO 配信内容 

情報  解像度 更新頻度 予測時間 

海 風 Synfos JWA 

計算用 約 3.7 ㎞

表示用 約 10 ㎞

8 回/日 

96 時間 

波浪 JWAve JWA 

海潮流 
JCOPE 

JAMSTEC 
1 回/日 

海霧 わ 霧 表示用 約 10 ㎞ 30  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.12 簡易版 ECoRO 送信 情報  

  

海潮流 

波高 海 風 

適航路 
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(3) 経済運航実施  

 関東～九 輸送 適用 船舶 簡易 ECoRO

入  

 

(4) 酸 炭素 削減  

 酸 炭素 削減 省 運航 い 以

式 算出  

 

  物  ェ 物 1 ン当 CO2削減 0.0628 tCO2/t  

省 運航  総 CO2発生  ェ 削減率 3.5%  

 

 結果 ン 輸送方法 変更 酸 炭素 削減

101.4ton  
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5.3.2 例解析 酸 炭素削減効果 試算 炭酸飲料  

 炭酸飲料  5.13 示 う 気象感応度 高 夏場 需要 集

中 傾向 あ 夏場 売 気温 大 右 気温変動 地域差

売 地域 異 変 庫 や物流 適 要 商品

あ  

 参加企業 A 社 炭酸飲料 X 対象 物流 適 能 あ 検討

 

 

 

図 5.13 炭酸飲料 売 気温 気象 解析式 図 4.2 再掲  

 

4.1.2 参加企業 A 社 2013 夏 炭酸飲料 X 持 庫配置

発生 仮定 九 7 着目  

九 7 8 日 急激 需要 高  4.9  4.12 段 示

通 あ 商品 X 定番商品 一 夏季 売 伸び 商品 あ 場規模

商品 売 間 連動性 あ 考え  

庫配置 生 原因 考え 一般

参考 い 言わ 前 実績 ン あ

 5.14 7 8 日 炭酸飲料 前 比 商品 X 持 間比 あ 九

い 前 比 需要 1.3 倍以 前 実績

ン 庫 足 生 能性 あ 炭酸飲料 X 九

売 比率 高 い 商品 あ 九 い 商品 X 売 実

数 少 炭酸飲料 急 需要 増大 作用 特 大 持 発

生 い 考え  

持 移動距 考え 無 動 あ 急 需要 発生

稼働 あ 通常利用 い 大型 型 用い

場合 航空機 利用 場合 あ 原則 持
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い あ い 効率 い 考え い 輸送 あ 言え  

 

 

図 5.14 7 8 日 炭酸飲料 前 比 商品 X 横持  

 

業 気象 用い 需要 測 前 需要 地域差 把握

適 庫 実現 目指  5.15 需要 測 用い 前 実績

等 い 担当者 庫配置 行 生 物流 表 模

式 あ 前 比 東日 西日 50:50 前 庫

比率 配 行 翌 気象 影響 需要 60:40 持

生 い 表 い  5.16 業 目指 需要 測 用い

前 需要 差 応 適 庫 行い 持 解消 表 模式 あ  

 

 

図 5.15 需要 地域差 予測 い 横持 発生 現状  
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図 5.16 前 需要 地域差 把握 適 庫 理想  

 

 出荷 持 金曜始 場規模 気温 曜始

ン い  5.17 通 場規模

増加 気温 高 先行 持 発生 仮定

持 場規模 増加 品薄 品 発生 い

あ 便宜 場規模 A A 企業 B B 呼び A

曜～日曜 影響 B 金曜～木曜 追い 考え  

 

 

図 5.17 場規模 企業 考え方 

 

(1) 例解析内容 

び 課 念頭 以 課 解決 案 行

う (2) 解析  酸 炭素削減 算出  

 

 企業 商品 物流 理 通常 配送 配送 持

状況 把握  
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 当時 前 1 間前 2 間前 4 間前 需要 把握 仮定

うい ン え 案  

 

a) 物流 検証 

 企業 供 九 対 常 配送 持 配送 全

体像 理解 2013 7 8 日 A 前 状況 理  

 

 

図 5.18 商品 X 配送 現状  

 

商品 X 場 生産 一度物流倉庫 運 消費

営業車や得意先倉庫 出荷 いう流 ン あ 商品 X 輸送

模式  5.18 示 場 物流倉庫 輸送 製造 転送 呼

い 一部 庫配置 生 発生 持 転送

あ  5.18 赤色線 う 物流倉庫間 移動 示 製造 転送 常

配送 持 転送 配送 あ 今回解析 利用

2 輸送 数値 数 あ 業 場規

模 合わ 便宜 海 東 関東 京浜 信越 陸 東海 近

畿 中国 四国 九 沖縄 考え 5.3.3 様  
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図 5.19 商品 X 正常 配送 流 2013 製造拠点転送  

 

  5.19 間 製造 転送 動 あ 矢印 出発 生産

行 先 消費 近 物流倉庫 あ 見 商品 X 信越 京浜

中心 生産 全国 消費 近 物流倉庫 運 い わ

一部 海 九 生産 あ  

 

 

図 5.20 商品 X 九 行 物流 九 場規模

2013  
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  5.20 2013 一 間 九 行 商品 X 物流 九

場規模 推移 あ 青色線 製造 転送 緑色線 持 転送 あ  

 持 増え い 7 12 日 B 対応 7 8 日 A 4.1.2 示

通 気温 九 場規模 大 い 例

い梅雨明 猛暑 考え 持 7 12

日 B 間 大数 7 19 日 数 生 い

常 輸送 製造 転送 7 19 日 間 大数 記録 い

7 12 日 約半数 い 持 回 い

従来 ン 需要 持 行 う

え  5.14 示 う 前 度 売 実績 庫配置 行 い

場合 記 持 生 い 能性 あ  

 

b) ン 改善策 案 

 踏 え 改善策 案 行う 計算 簡便

以 約 設  

 

1. 庫 積 考慮 い  

2. 行わ 全 輸送  

3. 生産 調 行わ い  

 

約 理想 持 行わ 前 常輸送 あ 製造 転

送 適 庫配置 実現 出荷先 調 対応 あ 模

式  5.21 示  5.22 2013 1 間 九 対 間 製造

転送 持 転送 生産 割合 中国 対 間 製造

転送 あ 生産調 行わ い場合 九 対 製造 転送

訳 42％ 京浜 48％ 信越 輸送 10％ 九 輸

送 あ 間 通 一定 割合 あ 考え  

 庫調 い 節 冒頭 述 通 生産調 比 短

い 特徴 あ 1~2 間前 需要 測 入手 い 場合  5.21

う ン 能 考え  
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図 5.21 需要予測 用い 横持  

製造拠点転送 え 場合 2013 7 九  

 

 

図 5.22 九 対 間 製造拠点転送 横持 転送 生産拠点

割合 九 横持 供給 中国 対  

間 製造拠点転送 生産拠点 割合 2013  
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(2) 酸 炭素削減 試算 

当期間 前 需要 測 把握 ン え 場

合 酸 炭素削減 算出 行う 需要 測 完全 考え 酸 炭

素削減 算出 い 間 距 い 物流倉庫 置 考慮 代表

都 間 距 表 5.23 通 定義  

 

表 5.23 各拠点間 距  

拠点 A 拠点 B 距 km  

長  福岡 1031 

東京 福岡 1091 

東京 広島 809 

長  広島 749 

広島 福岡 282 

福岡 福岡 0 

 

 5.22 示 製造 転送 割合 数 用い 現状 び

前 庫配置 適 行 場合 1 あ 均輸送距 算出

九 運ぶ 生 総輸送 ン 算出

輸送時 CO2発生 以 式 求  

 

輸送時 （O「発生  ＝ 物  ェ 輸送距  ェ 排出係数 

 

 5.23 通 現 ン 前 実績 1 あ

均輸送距 829 ㎞ あ  

 

図 5.23 現 ョン 生 輸送 横持 あ  
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  5.24 通 需要 測 用い 前 2 間 持 全 製造 転

送 配置 場合 1 あ 均輸送距 953 ㎞ あ 通 持

総 大 い 現 発生 い 持 輸送距 短 中国 →

九 1 辺 均輸送距 増え 現 約 需要 測

完全 効果 出 い わ  

 

 

図 5.24 需要予測 用い 横持  

製造拠点転送 え 場合 生 輸送 横持  

 

 5.24 輸送  5.23 増え 九 生産割合 少

あ (1) b) 設 3. 生産 調 行わ い 約 考慮

製造 転送 生産調 併用 考え  

 5.25 需要 測 用い 九 生産 増や 2 間

持 製造 転送 え 場合 模式 あ 現状 10％

あ 九 行 製造 転送 割合 50％ 考え 便宜 京

浜 割合 関 あ 場合 1 あ 均

輸送距 517 ㎞ あ  
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図 5.25 需要予測 用い 九 生産調整 行い  

横持 製造拠点転送 え 場合 効果 

九 内 生産 50 場合  

 

 仮 4 間前時 九 地方 需要 高 把握 場合 全体生産 50％

九 行う う え 現 輸送体 37.6％

CO2削減効果 全 え 場合 3.96 ン あ 50％ 置い 割合

変 い 表 5.24 う 削減効果 変  

 

表 5.24 九 内生産 割合 CO2削減効果 違い 

九 内 

生産率 

京浜

考え  

CO2削減効果 
CO2削減 ※  

2 間計  

30% 11.3% 0.82t 

40% 24.5% 2.39t 

50% 37.6% 3.96t 
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(3) 需要予測利用 能性 

4.1.1 2 作 需要 測 使用 7 8 日 15 日 A

九 例 関 検討  

表 5.25 九 い 気象 測 利用 需要 測 行 場合 前 実

績 測 場合 比較 あ 時 九 候 特徴

梅雨明 例 急 猛暑 挙 7 8 日 A

比 7 15 日 精度 高い 梅雨明 気温 1 遅

捉え い 考え 九 部 梅雨明 日 7 19

日 あ 梅雨 やや 明 当時 測 捉え

い 言え  

2 間計 赤文 箇所 7 8 日 A 15 日 2 間合計 見 場合

場規模実績 解析値 関連 あ 需要 伸び 捉え い

い 半 程度 期間 見 4 間先 測 あ 前 実績 用い

ン 例 い需要 高 捉え い  

2 間計 見 前 実績 ン 19.3％需要 過

評価 い 15.7％ 過 評価 改善 改善率 19.3-15.7

/19.3=18.7％ あ 一般 長い 生産調

い 4 間先 測 用い 大 18.7％ 持 削減 能性 あ

わ 生産調 庫配置 適 組 合わ  

表 5.24 3.96ェ0.187=0.74 ン CO2 削減 能性 あ 示唆

い 九 生産割合 50％ 場合  

 生産 調 2 章 述 通 卸 売 調 要 個社 組

能 製 配 連携 更 持 解消 効果 期  

 

表 5.25  需要予測 利用時 精度 

予測値/実績 差 

対象期間 

A /B  

2 間先 

予測 

4 間先 

予測 

前 実績 

予測 

7 8 日  

/7 12 日  
-20.2% -19.9% -22.6% 

7 15 日  

/7 19 日  
-12.4% -11.3% -16.0% 

2 間計 -15.5% -15.7% -19.3% 
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5.3.3 例解析 酸 炭素削減効果 試算 麦茶  

 麦茶  5.26 示 う 気象感応度 高 夏場 需要 集中

傾向 あ 夏場 売 気温 大 右 気温変動 地域差

売 地域 異 変 庫 や物流 適 要 商品 あ  

 参加企業 B 社 麦茶 対象 物流 適 能 あ 検討  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.26 麦茶 売 気温 気象 解析式 図 4.2 再掲  

 

あ 地域 急激 売 変動 発生 場合 適 庫 実現 流通 変更

場合 あ 通常  5.27 示 う 卸や 売 配送 近い生産

出荷 配送 行わ 一方 適 庫 崩 庫 逼迫 場合  

5.28 示 う 近傍以外 生産 出荷 持 転送 行わ 持

転送 通常 配送 い遠距 輸送 環境 荷 高

気象 測 利用 遠距 持 輸送 削減 CO2 削減

検討  
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図 5.27 通常配送 図 

 

 

図 5.28 横持 転送 図 

 

 参加企業 B 社 麦茶生産 関東 近畿 中国 あ 各地域 配送

い 輸送手段 手配等 柔軟 対応 輸送 行

わ い 配送 模式  5.29 示  
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図 5.29 参加企業 B 社 通常配送 製品 来図 

 

 参加企業 B 社 持 転送 改善 CO2 削減 方法  

 前 気温 需要 測 生産調 行い 持 転送

削減 方法 生産調 削減→5.3.2 言及  

 前 気温 需要 測 持配送 手段 CO2 発生 少

い輸送手段 変更 方法 転送手段変更 削減  

考え  

 参加企業 B 社 2 方法 う 段 方法 転送手段 変更 削減

い 検討  

 

(1) 例解析内容 

 例解析 あ 例 時発生 持 転送 鉄

物 変更 CO2削減効果 い 検証  

例 2013 7 8 日 発生 気温変動 地域差 生

2013 7 15 日 持 転送 あ  5.30 示 様 7 8 日 関東 京浜

顕著 気温 あ 伴 需要 高 い

前 売 補う 遠距

持 転送 発生 い 7 15 日 遠距 持 転送 近畿

中国 発生  5.31 示  5.32

場規模 遠距 持転送 示  
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図 5.30 7 気温 前 比 麦茶 場規模 前 比  

遠距 横持 転送 移入  

 

 

図 5.31 7 15 日 近畿 中国 関東 京浜  

遠距 横持 転送  
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図 5.32 2013 度 関東 京浜 場規模  

関東 京浜 遠距 横持 転送  

 

(2) 酸 炭素削減 試算 

 酸 炭素削減 以 式 算出  

 

酸 炭素削減  

 ＝ 輸送時 （O「発生  － 鉄道 物輸送時 （O「発生  

輸送時 （O「発生  ＝ 物  ェ 輸送距  ェ 排出係数 

鉄道 物輸送時 （O「発生  ＝ 物  ェ 輸送距  ェ 排出係数 

 

結果 7 15 日 遠距 持 転送 輸送 鉄 物輸送

変更 場合 酸 炭素削減 81.0 ン 気象 測 誤差

考慮 前 輸送 鉄 物輸送 変更 現実的 い  

鉄 物輸送 変更 割合毎 CO2削減効果 CO2削減 表 5.26 示

仮 50% 麦茶 鉄 物輸送 実施 場合 酸 炭素削減 40.5 ン
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表 5.26 鉄道 物輸送 変更 場合 CO2削減  

鉄道 

鉄道 物輸送  

鉄道に変更した場合の

CO2 削減効果 

鉄道に変更した場合の 

CO2 削減量 ｔ  

0% 0% 0.0 

10% 8.85% 8.1 

20% 17.70% 16.2 

30% 26.54% 24.3 

40% 35.39% 32.4 

50% 44.24% 40.5 

60% 53.09% 48.6 

70% 61.94% 56.7 

80% 70.78% 64.8 

90% 79.63% 72.9 

100% 88.48% 81.0 
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(3) 需要予測利用 能性 

 4.1.1 2 作 需要 測 使用 7 8 日 関東 京浜

例 関 検討  

表 5.27 い 気象 測 利用 需要 測 行 場合 前 実績

測 場合 比較 あ 実 ン 15.7％需要

過 評価 い 13.3％ 過 評価 改善 改善率 15.7-13.3

/15.7=15.3％ あ 大 15.3％ 持 削減 12.6 ン CO2

削減 能性 あ 示唆 い  

前 実績 ン 生産能力や輸送能力 持 依

改善 う少 考え  

今 気象 測 比較 変動 過 評価 過 評価

考慮 測 構築 い 必要 あ 考え  

 

表 5.27 需要予測 利用時 前 比 ョン 精度比較 

関東 京浜  

 1 間予測 前 実績 予測 改善率 

実績 差  -13.3  -15.7  15.3  
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5.4 ン内 流通期限 変更 

 業 鍋 対象 ン 流通期限 変更 実証実験 行

鍋 冬場 需要 集中 春以降 需要 い商品 季節

終 入 調 要 あ 入 多 場合 売店 ン

廃棄 発生 鍋 4.2.2 商品 類 示

う 気象利用 効果 高い商品 あ  

節 参加企業 C 社 売店 対象 鍋 売 解析 行い

ン 流通期限 変更 う 効果 出 検証  

鍋 場規模 売  5.33 示 場規模 鍋 売 気温 関

性 深 気象状況 考慮 需要 測 要 あ 節

C 社 売 場規模 売 比較 入 計画 変更

食品 や CO2 程度 削減 い 解析 検討 行

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.33 鍋 気温 関係 場規模   
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(1) 実証実験内容 

 実証実験 売店 C 社 鍋 対象 一定期間 売計画 売 関 性

解析 解析 計算 環境 理想 食品 酸 炭

素削減 算出 行  

場規模 売 均的 売 示 特売

ン 行わ 場合 売 考え 一方 売店 売 ン全体 売

積算値 特売 ン 行 結果 売 考え

売店 C 社 2013 9 ～2014 4 店舗売 場規模 関 性 解析

行  

結果 売店 売 場規模 大 い い 2 以降 場規模

売 い 関 考慮 余 い 庫 効率的

処 ン 想定 解析 実証実験 行  

 

(2) 効率 食品 削減 解析  

鍋 庫 入 売 ン 発生 入 1 回

入 多 物流 庫 多 抱え食品 や

ン 発生 能性 増加 いう 関 性 あ  

12 行 い 終 入 1 中旬 変更 仮定

1 以降 特売 庫 ン 食品 や ン

い減少 解析 算出 売店 C

食品 発生 い い あ 一定以 ン 商品

い 特売 売 商品 ン 減

目的  

 結果 解析 あ 一定以 特売 売

商品数 7.9％減少  

 

(3) 酸 炭素 削減 解析  

 酸 炭素 削減 以 式 求  

 

酸 炭素 削減   削減  ェ 1 商品当 CO2発生  

 

 結果 ン 流通期限 変更 酸 炭素 削減

7.1 ン  
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5.5  

 章 以 示  

 

5.5.1 ン全体 情報共  

(1)  日配品 

相模 食料 寄 豆腐 対象 実証実験 行 日配品 売 製品 日々納入

売店 日々 ンや曜日 影響 変動 日々

ン 特売 言わ 価格変 や ン あ

曜日や特売 影響 除い 気象 連動 部 抜 出 情報 作

利用者 合わ 前 気温変 や体感気温 気

合わ 送信  

結果 前 度 比較 食品 約 30％ CO2排出 187 ン削減

情報 日々送 結果 担当者 情報 利用 ン 計

画 Plan 情報 利用 ン Do 情報 利用方法 検証 Check

ン 改善 Action 行 結果 考え 実証実験

ン 改善効果 情報 日々送 信 利用

ン 改善 外的効果 利用方法 意見交 情報 構築 過程

生 担当者 気象 考え方 変 的効果 方 大 い  

 

(2)  

Mizkan 冷や 中華 対象 実証実験 行 生産

数 間 あ 特定 季節 需要 集中 傾向 あ 需要 季節終了 大

減少 終売 需要 測 行う 要 商品 あ 実証実験

積算売 算出 1 回情報配信 行  

結果 前 度 ン 比較 終 庫 約 20％弱 CO2 排出

1.5 ン削減 実証実験 気象 需要 測 用 あ 理解

考え  

 

5.5.2 ン内 輸送方法 変更 

 日 対象 実証実験 行 飲料 生産 1～

2 長 需要変動 あ 間 通 需要 食品

発生 い 需要 大 い 庫 保持 庫や物

流 適 要 商品 あ  

通常 商品 輸送 意思決定 期 環境 荷 い

船舶 変更 能 あ 日 気象庁

1 間 測 利用 ン 行 実証実験 26 度
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世代物流 構築 業 開発 2 間気温 測 日 配信 意思

決定 期 推 実現 船会社

26 度 世代物流 構築 業 開発 簡易 ECoRO 利用 海象 測

配信 航船 省 運航 実現 結果 CO2 排出 101.4

ン削減  

参加企業 A 社 炭酸飲料 X 対象 持 解消 向 実証実験 解析

行 2013 7 九 持 場合 前 適 庫 効果

得 九 生産 増加 組 合わ CO2排出

0.7 ン削減  

参加企業 B 社 麦茶 対象 持 効率 向 実証実験 解析

行 2013 7 京浜関東 持 場合 輸送 鉄 物輸

送 行う CO2排出 12.6 ン削減  

 

5.5.3 ン内 流通期限 変更 

 売店 C 社 鍋 対象 実証実験 行 鍋 冬場 需要 集中

春以降 需要 い商品 季節 終 入 調 要 あ

入 多 場合 売店 ン 廃棄 発生 い  

 12 行 い 終 入 1 中旬 変更 仮定 1

以降 特売 庫 ン 削減 食品 算出 結

果 解析 あ 一定以 特売 売 商品数

7.9％減少 CO2排出 7.1 ン削減  
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6. ネ 構築検討 

28 度 実証実験期間 29 度 業

計画 い 業 適 構

築 必要 あ 需要 測 共通利用 適

あ  

以 観 構想 い 検討 IT

設計 実施  

 

6.1 ネ 構想 

6.1.1 概要 

 検討 現 需給 過剰 食品 発生

問 び 解決 方向性 や 周辺環境 い  6.1 示 商品

売 商材 気象 大 依 知 いわ

ン ン 大手 や ン ン 気象

情報 POS 連動 組 構築 い 気象 あ

個社 利用 各社連携 食品

削減 十 生 い 言え い  

 問 焦 あ 解決策 見出 あ 業 気

象 活用 食品 削減 問 周

辺環境 深堀 うえ 将来的 像 必要 あ 目

流 基 問 外部環境 い 析 析 基

今 業 方 び 業  

 

 

図 6.1 問 点 解決 方向性 周辺環境 

＜問題 ＞

需給 ッチ 原因 し 食品 社会課題化
 世界 食品援助量 上回 日本国内 食品廃棄量
 個社別 精度 低い需要予測 基 く各種計画
 各 ヤ 連携不足 各種計画 不整合

社会的潮流

 生産年齢人口 減少 受け
経済効率性 対す ニ 向上

 I IoT 代表さ IT技術 革新

 食品流通 け 1/3
緩和方針

気象 タ 活用

 気象予測 将来 予測 有効
技術

 行動 気象変化 強く影響
受け 変化

 既存 需要予測 異
チ 可能 面的情報

＜解決 方向性＞

気象 タ 基 く精度 高い食品 需要予測 元
製配販 連携 促進し 課題解決 図 PF 提供
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 食品産業 業界 食部廃棄 割合 び 業 業 能性

い  6.2 示 目 食品 削減 いう目的 基 食品 対

ン 大 = 食部廃棄 多 需要 測 適用 能性 踏 え

食品 及び 売 主要 対象業界 設定  

 

 

図 6.2 各業界 食部廃棄 割合 各業界 業 能性 

 

6.1.2 外部環境 

(1) 場規模 

実証実験 需要 測 10％改善 庫削減率 5％ 実現

ン 明 い 削減率 実現

場合 ン 参加各社 企画 開発 製造 保管配送 売

経費 効果 見積 個社 削減効果 算出

うえ 各社 場 率 逆算 対象 場全体 削減 算出

削減 全体 場規模 定義 金 2014 度

業 場 均 長率(CAGR) 3% 仮定 試算手  6.3

示  
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図 6.3 場規模算出手  

 

以 手 試算 推定 場規模  6.4 示 通 長 推

定 場規模 合計 2014 度 い 401 億 推定

 

 

 

図 6.4 推定 場規模 2014  
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(2) 顧客 課  

生産 庫 適 実現 情報価値 大 設計 顧客 業

再構築 必要 考え 考え 基 各社 ン や文献

調査 実施 SCM(Supply Chain Management) 課  6.5 示  

 

 

図 6.5 SCM 課  

 

6.1.3 業 方 

(1) 情報入手 価値 

食品 減 い 商品開発 生産 売計画 物流 売場作

ン全体 ン 能力 向 物 売 状態

作 要 あ  

業 気象 消費者 購買行動 え 影響 把握 各 共通

認識 起 各 SCM 改善 い 以  6.6

ン 製配 型的 問 び 情報入手 価値

示  
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※KK）…経験 度胸 

図 6.6 製配 典型的 問 点 情報入手 価値 

 

(2) 連携  

 業 い 食品 削減 うえ 各業界 連携 い

連携 実施 い い現状 理想的 連携 業 実現 現

実的 困 想定  6.7 示 う 手 経 連携 必

要 考え  

 度 業 一部連携 ン 実施 企業間 合い

度 動 広 目指 ン 関 協議

あ い 実 情報 供 基 需要 測 能 範

情報共 実施 うえ 課 明 格的

ン連携  
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図 6.7 毎 連携 

 連携実現 あ 参加各社 あ 組 要

あ 連携 実現 場合 各業界 い う 現

 6.8 う 生 出 以 機能

組 込 考慮 あ  

 顧客 個社 得困 幅広 供 

 幅広い 元 価値 高い情報 供 

 製配 各 情報 ン 連携 供 

 製配 各 利害関 調 機能 

 

 

図 6.8 連携 各業界  
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6.1.4 CPFR 

(1) 現状 課  

連携 実現 うえ 連携 一 あ CPFR(協力 Collaborative/

計画 Planning/ 測 Forecasting/補充 Replenishment) い 理 CPFR 自体

1995 ワ ン 現 間

実施 CFAR collaborative forecast and replenishment 端 発

ン 商品企画や 売 計画 planning 加え CPFR あ  

構想自体 あ 入や ン変更 対 投資対

効果 明確 現状 共 計画策定 い い 現状 あ  

 

 定義 製配 各 共 売 測 納入 測 行い 各社責任 持

生産 庫 補充計画 策定 組  

 課 様々 必要 a)~c) う 問 投資対効果 明確

製配 情報共 共 計画策定  

a) 新規 構築 備 手間 費用 必要 

b) ン変更や 社員教育 手間 必要 

c) 機会 削減 通 売 向 や 廃棄 削減 削減 対

効果 明確 

 

(2) 課 解決 方向性 

(1) 課 投資対効果 明確 集約 従 供形態

容 商材 入 簡易 投資対効果 明確 実現

CPFR 入推 必要 考え 今 以  6.9 手

解決 い 必要 あ 考え  

 

図 6.9  CPFR 課 解決 方向性 

新シ 構築
タ整備

オペ ション
変更 教育

投資対効果

課題

タ ッ
商材

提供形態

サ

サ
展開
ッ

事例 ン 基 く解決 方向性

 効果最大化 N:N 連携 必須

 卸 チェ ン 活用し小売 束 連携 効率的
想定

 初期的 PF上 自動的 共同計画策定 現状
手順 回数 大 変更 い形 提供

 効果 明確化さ 段階 PRへ 展開 模索
� 自動発注シ や共同商品開発等 オペ ション連携
拡大

 効果 出やすく 顧客 意向 汲 商材 タ ッ す
� 売上 割合 大 い商材
� 季節性 高い商材
� こ 伸 し い商材

 既存シ ンタ ェ 構築 し PFへ
共同作業 実現
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(3) 製ェ 適用 

 CPFR 売間 実現 考え  6.10 CPFR 実施時

示 需要 測 ン 製 共通 需要 測 元 共 責任 生産

計画 策定 DB 析機能 各種情報 表示機能 供  

 

 

図 6.10 CPFR 製配 全体 展開 

 

(4) 製配 全体 展開 

食品 削減 効果的 うえ CPFR い 製配 業界全体 適用

望 い 各社 商材 特徴 様々 あ 試行的 実施 製ェ

適用 困 あ 各社 適用 検討 気象

特徴 時間軸 範 商材毎 特徴 掛 合わ 施策 検討 い

必要 あ  6.11 製ェ CPFR 全商品 張 場合 相

や連携施策 現状 気象 測 精度 長い商材 生

産調 適用 い 生産計画 終 ン 商

材 い 庫調 や物流調 気象情報 適用 持 無

い 考え  
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図 6.11  CPFR 製配 全体 展開時 留意点 施策 

  

6.1.5 連携 必要 機能 

連携 気象 需要 測 必要 各種 集 備

的 開発 追及 柔軟 張性 高い ン 構

築 要 場合 業主体 全 機能 困 場合

適宜 得意 企業 組 展開 用 あ  

 6.12 連携 必要 機能 示 各企業 戦略

要 情報 表 出 い い 情 設計 考慮

必要 あ  

 

図 6.12 連携 際 必要 機能 
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6.2 IT 設計 

 業 6.1.4 示 う 需要 測 ン 設立

ン 各社 情報 配信 想定 い 需要 測 ン

効率的 情報連携 IT 基 利用 必要 あ

業 6.1 示 安定 効果的 利用

設計 行 節 設計 概念 機能等 い IT

個社 利用 想定 画面 表示 多 情報  6.13 示

通 製 配 担当者 時 閲覧 あ 来 度 実証実験

情報 見 いう連携 行う 効果 測 念頭 置  

 

 

図 6.13 需要予測 ン 中心 模式図 

 

6.2.1 基 的 考え方 

 気象情報 活用 需要 測 作 び 表示 行い 生

産 物流 適 構築 目的 い

将来的 顧客 売 や 売計画 連携 い 想定 来 度

実証実験 供機能 閲覧機能 主眼 置い 組

あ ン ン ン問わ 直接顧客 POS 接

い 一部 売店 過去 売 使用 面

考慮 設計 行う必要 あ  

 え 顧客 関 ワ 的 性 高い場所

いわ Trust や ワ 言わ 領域 配置 や

自体 号 等 加 行 い 意味 い 格納
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い 設計 考え  

ン 接 領域 Proxy 立 跳

返 う 構  

Web 閲覧 限や 御 ID/ ワ 使用 組

必須 う 将来 業 見据え 性

高 効率的 要件定義 行う Web 表示 使用

あ CSV 形式 加 組 基 あ 行 う

Web 顧客 表示 使用 必要 限

確保 表示 度 向 見込 あ  

 

6.2.2 概念図 

 使用 元 気象 や過去 売 気象 報士 ン

3 種類 あ 組 合わ 処理 均気温 長期 報 商品 需要

測 作 主 機能 均気温 測 需要 測 表示 あ

長期 測以外 気象 気 報 過去 気温 や 過去 売

び 気象 報士 ン 表示 機能 持  

利用者 閲覧 流 模式  6.14 う  

 

 

図 6.14 需要予測 閲覧 流  
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6.2.3 機能概要 

(1) 機能一覧 

 機能 記 通 あ  

 

 得 処理機能 

 ン 入力機能 

 CSV 作 機能 

 Web 画面表示機能 

 配信機能 

 

(2) 使用  

使用 主 気象 記 通 あ  

 

 観測値 

 値 

 地 実況 

 ン 測 日 気象協会作  

 10 日間 測 日 気象協会作  

 ECMWF2 間 測 

 JWA1 ヶ ン ン  

 JWA3 ヶ ン ン  

 

需要 測 使用 記 加え 通 あ  

 ン SRI 場規模  

 売店舗 売  
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(3) 表示機能 

Web 表示 行う 表示画面 一覧 表 6.1 通 あ  

 

表 6.1  表示画面一覧 

画面  測期間 備考 

ン画面 －  

均気温 全国 画面 5 日先 報  

2 間 報 ン 初期表示 

1 ヶ 報  

3 ヶ 報  

均気温 地域 画面 5 日先 報  

2 間 報  

1 ヶ 報  

3 ヶ 報  

均気温 地域 表形式 画面 5 日先 報  

2 間 報  

1 ヶ 報  

3 ヶ 報  

需要 測 全国 画面 1 ヶ 報 移 初期表示

3 ヶ 報  

需要 測 地域 画面 1 ヶ 報  

3 ヶ 報  

需要 測 地域 表形式 画面 1 ヶ 報  

3 ヶ 報  

 

画面表示 個 ン (5) 掲載 標準的 画面構  6.15 通

あ
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図 6.15 画面構成概念図 

 

 画面 中央 ン や 表形式 表示  

部 動画 ンや時間 設 測時間 表示 前

能 い  

画面右側 表示 目 択 能 操作領域 い 択

ン 均気温 測 需要 測 2 種類 択 能 い 測 択

測期間 択 5 日先 測や 2 間 測 表示 変わ

商品 択 需要 測 効 択 全国 含 海 東 関東 京浜

信越 陸 東海 近畿 中国 四国 九 沖縄 12 地域 択 能 あ  

表示 え ン 時系列 表示 表形式表示 え

帳票 ン 表示 使用 い CSV 形式 ン

や PDF 出力 表形式 場合 除 能 い  
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図 6.16 画面遷移図 

 

 

図 6.17 御  

 

表示機能 画面 移  6.16 通 あ 御

 6.17 示  

ン 初期表示 均気温全国 2 間 報画面 測期間 2

間 報 5 日先 報 1 ヶ 報 3 ヶ 報 あ 画面

等 地域 択 時系列 画面 移 表示 え

行 う 表形式 画面 移  

 需要 測画面 ン時 使用 ン 御 組

閲覧 能 限 需要 測画面 1 ヶ 報 3 ヶ 報

あ 均気温 様 地域 択 時系列 画面 移 表示

え 行 う 表形式 画面 移  

 御 い 均気温 い 全 閲覧 能

商品 需要 測 自社 扱う商品 売

全 閲覧 能  

画面 能 あ ン画面 戻  
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(4) 構成案 

 機能 実現 一連 処理 構 映  

6.18 あ 構築 検討 い CSV 作 ン 入力

Web Proxy 5 あ 各 簡 明

う  

CSV 作 気象 や過去 売 表示処理 使用

長期 報 商品 需要 測 CSV 作

動作 あ  

ン 入力 仮 気象 業 主 理解 気象 報

士 断 適 ン 入力 組 い 作 ン

CSV 作 出力  

Web CSV や ン 表示 行 い 閲覧

表示 能 あ Proxy Web

確保 設置  

配信 経 配信  

 

図 6.18 構成案 

 

(5) 画面 ン  

 い 画面案 均気温  6.19  6.22 列挙

あ ン 調 い 変更

能性 あ  



153 

 

 5 日先 報 ン 画面/表形式  

 

図 6.19 5 日先予報 画面 

 

 

図 6.20 5 先予報表形式画面 
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 2 間 報 ン 画面  

 

図 6.21 2 間予報 画面 

 

 1 ヶ 報 ン 画面  

 

図 6.22 1 ヶ 予報 画面 
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6.3  

6.3.1 ネ 構想 

的 持 構想 主

結論 以 記  

 

 情報活用 食品 削減 各企業 企画 開発 製造 保管配送

売 省力 合計 2014 度 い

401 億 推定  

 共通 需要 測情報入手 製 配 異 確実

析 結果 情報 視 連携 支社 調 社外調 高度

段階 い 情報 共 う 価値 創出 い

将来像 見出 気象 消費者 購買行動 え 影響

各社 共通認識 各社 各業 改善 製 配

連携 考え  

 製 配 連携 共通 気象情報 需要 測情報 活用

ン改善 い 要 あ 一方 既 各社 異 運

用 い や ン変更 多大 要 等 連

携 現時 全 業 い 実現 非常 困 あ 個社間

連携 能 試行的 実施 試行 張

望  

 

6.3.2 IT 設計 

 構想 実現 IT 設計 実施 主 実施 目

以 示  

 

 入手 需要 測 構築 閲覧 流 理  

 全体 概要 作 各 間 流  

 機能一覧 外部 連携機能 CSV 作 機能 表示機能

ン 入力機能 配信機能 要件定義 実施  

 Web 閲覧画面案 作  
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7. 成 27 度 成果 成 28 度 計画 

7.1 成 27 度 成果 

 今 度 果 以  

7.1.1 食品 課 整理 

 卸 売 企業 ン 実施 含 食品 課

表 7.1 通 理  

表 7.1 食品 製 配 課  

 一般的 課  気象利用 能性 

 

 消費者 終需要 く 卸

売 注文 予測 庫

断 い 売 売計画

影響 大 く 全般  

 見込 生産 廃棄 生

い 日配品  

 梅雨明 早く急 卸 売

注 増え 品 高

飲料  

 盆明 気温 い状態 続く

庫 余 廃棄 高

 

 地域 需要 差異

庫調整 生 横持

輸送 発生 い

飲料  

 日々 気象 用い 需要予測

利用 売 注文 く

店頭 商品 売 行 把握

見込 生産 減

能性 あ  

 生産 物流担当者 前 実績や前

実績 様々 因子 考慮

経験 断 行 い

需要 注文

生 い 需要 決定 因子

中 唯一 物理学的 予測 能 気

象 用い 需要予測

ョン 利用 生産

庫配置 ぶ 少 く

能性 あ  

卸 流通 

 売 注文 予測

対 発注 決定

見込 発注 い 卸

 人手不足 確保

く い 流通  

 需要予測 利用

実施 能性 あ

 

 現状 中心 物流 い

荷主 前 需要 高

予測 鉄道

行う

能性 あ  

売 

 消費者 終需要 予測 見

込 発注 行 い  

 常 人手 足 PO即 需要

予測 活用 余裕 い  

 季節 商品 気

象感応度 整理 特売や

売計画 棚 く 考え

指標 能性 あ  

 静的 指標 気象

予測 掛 合わ 利用

売戦略

実施 能性 あ  
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課 解決 組 個社 組 製 配

連携 実現 2 あ  

個社 組 考え 生産 適 日配品 各

物流 庫 適 生産 適 持 解消 飲料

挙 卸 流通 発注 庫 適 考え え 売

発注 庫 適 多種多様 商品 店舗 顧客 気象 影響

加味 売計画 期  

個社 組 ン 起 や い 来 製 配 需

要 測 見 いう連携 卸 売 発注 適 望

い ン 結果 記載 通 卸 売 関

品 起 わ い い いう思い あ 増産 能 減産

い いう意見 強い 食品業界全体 生産 適 製 配 ン

ン あ  

業 物流 大 い日配品や季節商品 中 気象 感応度 高い商

品 対象 高度 需要 想 構築 商慣習 見直

製 配 情報 共 ン全体 適 物

流 省 目指  
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7.1.2 気象 利用方法 

気温 利用方法 気象観測値 気象 測値 利用方法 い 理  

気象観測値 い AMeDAS 気象官署 利用

気象 利用 売 各店舗 地 利用 製

配 卸 生産や 庫 物流 利用 必要

あ 毎 気象 利用 毎 気象 各

観測値 人 付 均 作  7.1  

 

図 7.1 京浜 人 均気温 求 方  

京浜 人  

 

気象 測値 い 2 日 測 GSM ン 利用 1 間以

測 気象庁 ECMWF 方 ン ン 測 利用 各

測値 精度評価 ECMWF 方 気象庁 精度 高 ン ン

各 ECMWF 気象庁 利用 精度 高

 7.2 ン ン 求 均 均気温 精度評価

行 結果 3 間 測 値 精度 高い 各

前 変 測 実 変 測  

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2 気象庁 ECMWF 統計前 統計後 精度比較 

：BIAS 均誤差 右：RMSE 均 乗誤差  
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7.1.3 需要予測 高度 ( 解析) 

 26 度業 い 開発 需要 測 品目や地域 展

開 能 う 検証 飲料 炭酸飲料 麦茶 場規模

解析 実施  

(1) 場規模解析 

炭酸飲料 麦茶 場規模 解析 行 結果 商品 関わ

汎用的 気象情報 高い相関 認 実 気温 測 利用 解

析 麦茶 4 間先 場規模 測 い 前 実績

経験 推定値 利用 能性 高い 示  7.3 表 7.2  

 

 

図 7.3 場規模 解析値 散 図 麦茶 京浜 2010～2013  

右 前 実績 推定値(緑) 1 間予測利用解析値(赤) 場規模 散 図 

麦茶 京浜 2014  

 

表 7.2 全国 12 需要予測 精度検証結果 2014 麦茶  

 

  

決定係数 M E 決定係数 M E 決定係数 M E 決定係数 M E 決定係数 M E
京浜 . . . . . . . . . .
海道 . . . . . . . . . .

東 . . . . . . . . . .
関東 . . . . . . . . . .
信越 . . . . . . . . . .

陸 . . . . . . . . . .
東海 . . . . . . . . . .
近畿 . . . . . . . . . .
中国 . . . . . . . . . .
四国 . . . . . . . . . .
九州 . . . . . . . . . .
沖縄 . . . . . . . . . .

週間予測
麦茶

か 推測 週間予測 週間予測 週間予測
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(2) 面的需要  

物流 関 課 持 転送 検討 炭酸飲料 麦茶

需要変動 び 持 面的 視 作 炭酸飲料 麦茶

い 物流 う 気象 需要変 原因 起 思わ 例

出 庫配置 い 気象 用い 需要 測 利用 持 解消

いう仮 立 行  7.4  7.5 需要変 顕著 あ

時期 着目 時系列 検証 行  

 

図 7.4 2013 7 8 日 炭酸飲料 前 比 商品 X 横持  

 

 

図 7.5 2013 7 気温 前 比 麦茶 場規模 前 比  

遠距 横持転送 移入  

 



161 

 

7.1.4 需要予測 高度 ( 売 解析) 

売店 や ID-POS SNS 利用 新

需要 測 構築検討 行 解析 人 知能技術 活用 多品目 多

店舗 対応 能 需要 測 構築検討や 消費者心理 直結 体感気温

検討 行  

 

(1) 体感気温 作成 

Twitter 情報 客観的 気象観測 商品 需要 直結 考え

指標 体感気温 作 検討 行 暑い 寒い いう 語 含

日 個数 集計 各種気象要素 明 行う 暑い 寒い

変 再現 指標 体感指数 出 暑い い

決定 数 0.77 寒い い 決定 数 0.67 高精度 推定 能

 7.6  

 

 

図 7.6 暑い 寒い 日 数 気象要素 再現結果 

段： 暑い 寒い 数 時系列図  

  段 ：散 図(暑い) 段右：散 図(寒い)  
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(2) 商品 類 

株式会社 利用 売 気象感応度 ABC 析 実施

結果 売 高 鮮魚 豚肉 加 肉 気象感応度 葡萄

梨 桃 飲料 類  

合 一覧表 作 売 高 高 気温感応度

高い AA 商品 乳飲料 清涼飲料 鍋 嗜好品 飲料 練 製品

商品 入 結果 表 7.3 売店 大 品目 中

気象感応度 高 売 高い 気象情報 的 活用 商品 特定

能  

表 7.3 商品 類 結果 

 

 

(3) 店舗 類 

株式会社 全店舗 対象 各店舗 売 立地 特徴及び気象条件

ン 行い 店舗 10 類  7.7 個

店舗 類似 店舗 考慮 需要 測 能  

 

図 7.7 店舗 店舗 類 結果 
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(4) 需要予測関連ソ 開発検討 

売店 多品目 多店舗 需要 測 対応 能 汎用的 需要 測

開発検討 行 人 知能技術 一 あ 機 学習 利用 測手法 既 回

析手法 用い 約 200 店舗 来店客数 測 行 結果 機 学

習 利用 測手法 精度 高 2014 日 来店客数 相関 数 全店

舗 均 0.86 精度  7.8  

  

図 7.8 店舗毎 来店客数予測 相関係数 図 

：線形回 右：機 学習  

 

(5) 顧客行動 析 

気象 顧客行動 変 関 調査 ID-POS 利用 顧客行動

析 行 郊外型 前 店舗 2 店舗 い 来店 度 客 価 い 調査

方 来店 度や購買層 い 見 人 知能技術

ン ワ 利用 来店行動 影響 え 要素 調査 前日日射

2 日 回程度来店 顧客 影響 え いう結果 得  

商品 や気象 測情報 組 合わ 気象 需要変動 先

気象 需要変動時 売店 消費者 施策 行う 能

要因 析 模式  7.9 示  

 

図 7.9 来店頻度毎 顧客 影響 要因 析結果 一例 
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7.1.5 実証実験 

(1) ン全体 情報共  

a) 日配品 

相模 食料 寄 豆腐 対象 実証実験 行 日配品 売 製品 日々納入

売店 特売や曜日 影響 変動 曜日や特売 影響

除い 気象 連動 部 抜 出 解析 行い 需要 測 構築

日々 測値 配信 利用者 合わ 前 気温変 や

体感気温 気 合わ 送信  

結果 前 度 比較 食品 約 30％ CO2排出 187 ン削減

情報 日々送 結果 担当者 情報 利用 ン 計

画 Plan 情報 利用 ン Do 情報 利用方法 検証 Check

ン 改善 Action 行 結果 考え 実証実験

ン 改善効果 情報 日々送 信 利用

ン 改善 外的効果 利用方法 意見交 情報 構築 過程

生 担当者 気象 考え方 変 的効果 方 大 い  

 

b)  

Mizkan 冷や 中華 対象 実証実験 行 生産

数 間 あ 特定 季節 需要 集中 傾向 あ 需要 季節終了 大

減少 終売 需要 測 行う 要 商品 あ 実証実験

積算売 算出 1 回情報配信 行  

結果 前 度 ン 比較 終 庫 約 20％弱 CO2 排出

1.5 ン削減 実証実験 各企業 気象 需要 測 用 あ

理解 考え  
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(2) ン内 輸送方法 変更 

 日 対象 実証実験 行 飲料 生産 1～

2 長 需要変動 あ 間 通 需要 食品

発生 い 需要 大 い 庫 保持 庫や物

流 適 要 商品 あ  

通常 商品 輸送 意思決定 期 環境 荷 い

船舶 変更 能 あ 日 気象庁

1 間 測 利用 ン 行 実証実験 26 度

世代物流 構築 業 開発 2 間気温 測 日 配信 意思

決定 期 推 実現 船会社

26 度 世代物流 構築 業 開発 簡易 ECoRO 利用 海象 測

配信 航船 省 運航 実現 結果 CO2 排出 101.4

ン削減  

参加企業 A 社 炭酸飲料 参加企業 B 社 麦茶 対象 2013 7 例解

析 行 前 需要 測 入手 生産調 や 併

用 無 物流 あ 持 解消あ い 効率 能性 示唆  

 

(3) ン内 流通期限 変更 

 売店 C 鍋 対象 実証実験 行 鍋 冬場 需要 集中 春以

降 需要 い商品 季節 終 入 調 要 あ 入

多 場合 売店 ン 廃棄 発生 い  

 12 行 い 終 入 1 中旬 変更 仮定 1

以降 特売 庫 ン 削減 食品 算出 結

果 解析 あ 一定以 特売 売 商品数

7.9％減少 CO2排出 7.1 ン削減  
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7.1.6 ネ 構築検討 

(1) ネ 構想 

的 持 構想 食

品 削減 各企業 企画 開発 製造 保管配送 売

省力 場規模合計 2014 度 い 401 億

推定  

共通 需要 測情報入手 製 配 い 理

析 結果 情報 視 連携 支社 調 社外調 高度

段階 い 情報 共 う 価値 創出 い 将来

像 見出 気象 消費者 購買行動 え 影響 各社 共通

認識 各社 各業 改善 製 配 連携

考え 一方 既 各社 異 運用 い や

ン変更 多大 要 等 連携 現時 全 業

い 実現 非常 困 あ  

個社間 連携 能 試行的 実施

必要 共 情報連携 将来的 CPFR う

ン連携 張 い 業 実現 能性 高 施策 あ いう考え

 7.10  

 

 

図 7.10 毎 連携  
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(2) IT 設計 

 構想 実現 IT 設計 実施 将来的 連携

必要 需要 測 ン ＩＴ  7.11

1 歩目 情報連携 必要 要件定義 実施

情報連携 必要 Web 表示 5 日先 報 画面 ５日

先 報 帳票 主要 画面案 作  7.12  

 

図 7.11 連携 際 必要 機能 

 

 

図 7.12 Web 表示 画面案 
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7.1.7 業 効果 

 業 実証実験 酸 炭素削減 総 289.9 ン あ う

削減 101.4 ン 製造業 流通業 連携 削減効果 商

慣行 改善 効率 効果 言え  

組 各商品 わ 企業 張 仮定 試算

場合 酸 炭素削減 2033 ン 削減効果 表 7.4

理  

 

表 7.4 酸 炭素削減効果 

目 結果 

省 ネ 効果 酸 炭素排出 削減効果 「8重.重 ン 

商慣行 改善 効率 効果 101.4 ン 

業展開や将来的 波及性 関 効果 「0」」 ン 
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7.2 成 28 度 計画 

 27 度 需要 測 高度 製 配 連携 共

構築検討 28 度 連携 推 各 業者 連携

各社 情報 見え 実現 情報 個社利用

行い 終的 情報 連携利用 段階 踏 必要 あ 28 度 連携

各段階 い 以 組 行う計画 あ  

 

7.2.1  情報 見え  

 情報 見え 人 知能 利用 需要 視 方法 検討  

 

 人 知能 利用 情報 大 生産 知見 発見 

 個社 必要 個 情報 試作 適 表現方法 検討 

 

 例 向 自社商品 持 卸向 商品需要 特徴

え 商品 売 行 売向 商品や店舗 類や 消費者

行動 体感気温 消費者 情報 挙  

 

7.2.2  情報 個社利用 

 情報 個社利用 Web 活用 面的需要 測情報 活用 検討  

 

 Web 気象 測情報 需要 測情報 配信 

 個社 情報 閲覧 情報利用 PDCA わ 利用 能性検討 

 

 29 度以降 業 向 Web 利用 実証実験

行う 実証実験 実施 い い卸 売 い 実施

い 面的 情報 活用 今 度 課 解決策 検討  

 

7.2.3  情報 連携利用 

 情報 連携利用 製 配 連携 実証実験 格的 行う  

 

 ン ン 企業連携 ン 実施 

 需要 測情報 共 実証実験 推  

 推 加え 共 CPFR 等 新規枠組 検討 

 

 29 度以降 業 見据え 実運用 近い 情報連携 組

新 課 出 解決 行い 業 必要 環境 備 行う  


